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第4j言 避難所の使われ方

さまざま立地誠施設が避難所としてどのように使われたか， そして

どのような建議的問題があったりかを挺えようとするものである.

主に現地での観察およびヒアワング調査による. 4.1節では主な被害が建物の

倒壊であった神戸市灘毘・東難区において， 施設種類を限定せず避難所となっ

た多誌な地域施設を対象とし， 施設種類ごとに避韓罰としてむ能われ方の実態

およびそれらの特徴と問題を明らかにする. 4.2節では倒壊以外に大規模な火

災も発生した神芦市長田区iこおいて， 最も多くの避難者が避難生活をおくった

地誠施設である小学校について調査を行い， 小学校における諸宅問の龍われ方

そこでの関揺を身察する. 4.3節では神戸市全区の

区役所について， 避難新を含めた聾災時機能への転用実態的調査を行い，

日からの区役所の使われ方の変遷を明ちかにする. そして4.4節では神

戸市灘区・長田区において， 公開にチントや小躍などの仮設建物を投冒しでつ

くられた避難所であるテント村を対象とし， 長田の避難所としての空間構成，

およ る仮設建物の実躍を明らかにする.

ι1 灘区・東灘区における避難所の使われ方の実態

阪神・淡路大農災において学校施設をはじめとするさまざまな地域雄投が避

難所として舘われたが， その使われ方り実態も多機であった.

ちは避難所となった撞設やオープンスベ…スの密われ々の実態につい

て， 主に観察， ヒアリング および

jν

レ4F

だ

お

た

寄

していた施設についてはヒアリン

た. ヒアリング対撃者は避難者以外に避難所となった

避離掛の運営に携わっていた者， そして神戸市職員である.

調査対象地城は神戸市でとくに建物由佳Ij壊による被害が大きく， 数多くの避

難所が形成された神戸市灘尻・東灘底とした また， 調査対撃施設は避難所と
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第 I部 避難所の実態

稗悶小学校 2 :麟耶小学校

3 :西灘小学校 4 :神戸高校

5 :神戸商業高校 6 :御影小学校

7 西郷幼稚園 8 八幡保育所

9 : �離保育所 10 :青陽東養護学校

11:御膨公会堂 12 : r笥羽地輸相祉センタ

13 .縦開地械補祉センタ

14 : ，官同地域椙祉センター 1日:都文化会館

16 :上野会館 17 : �野寄公園 18 :稗旧公園

19 :法台寺 o 1 kn 】
」一一一一一一一」

図4.1 調査対象施設の位置

議4.1 調査対鋭胸設の概繋

施投タイプ 脆投名 就寝者 調倉日 ヒアリング対象者
数権3

避難所 避難者 施設 合計
運営者 管理者

戸子注Z弘 校 稗 田 小 学 校 1174 1995/4/13，7/14，11/2 2 6 8 

睦 郎 小 学 校 700 1995/2/2�4/1�8/。 5 6 

四 離 小 椛 1314 1995/3/13.7/15.8/16 2 4 。

等 校 神 高 校 350 1995/3/16，4/20，5/20 1 1  12 

1995/6/20，7/18，8/21 

神戸西商業高校 330 1995/2/26，7/21，8/13 5 6 

御 影 "可コ 校 545 1995/2/26，7/17，8/11 6 7 

幼 椎 闘 内観I�幼 稚 園 90 1995/2/5 

保 所 八 幡 僻 宵 所 85 1995/1/30 

四 灘 保 宵 所 130 1995/2/5，2/13 

自・聾・養護学校 青陽東盤謹学 校 975 1995/12/8 
一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一

集 メ� 施 ま主 御 影 公 会 堂 250 1995/2/25，7/23，9/20 (1)判 5 6 

高羽地域福祉センタ一本l 40 1995/12/12 

傭加地域福祉-!zンタ 45 1995/12/15 (1) 
岩属地械補祉センタ 250判 1995/1/30，2/13 (1) 2 2 

部 火; 化 会 館 105 1995/12/12 (1) 

上 野 ヨiコb=、 館相2 15 1995/12/8 (1) 

公 園 野 寄 公 園 50 1995/2/26，7/21，8/13 

稗 出 公 園 不1!J:J*5 1995/4/13 2 2 
一一一一一一一一一一一一陣 一一 同 司、 明 一ー 『四百 円 一一

ノJ苛 教 施 百交 法 ぷ口品、 ミ子 80 1996/1/30 (1) 

*1 :神戸市が「ふれあいまちづくり撤例!ì:離づき，陳則としてl
地域の部補間休で組織されたふれぬいまちづくり協議会が智瑚・溜営を行う也事日犠・擦合犠・淵i服場等の主明からなる.

*2:特別公共凶体ぜある財産並区が所有する財産匹金館.
* 3 : 神戸市民生周 デー タによる 1995 年 2 月 23 1::1 の就寝者数
本4:岩岡地域の組数の小規模避難所は同地域の自治会により一体で運営されており， その本部が岩屋地域福祉センターに

開設されていた， そのためこの就寝者数は他の避難所の就寝者も青んだ数となっている.
*5:神戸市民Jt.同データには記載されておらず， 隣接する稗旧小学校の就寝者数の中に含まれていると考えられる.
*6 : ( )内は施設管理者と避難所連常\百ーを兼ねているものの人散を示す.
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なった地域施設の多様な実態を調官するため， 施設掩類が多較 にわたるよ う

した. 調査対象とした各描設の調査概要および分脊は表4. 1 ， 図4. 1 のとお

りである.

1 . 鶴磐・とアリング璃査による施設の実態

ま ず， 調蓋対教とした各施設撞類む中かち5施設4避難所の概要告示す. な

お， 空襲耳ß小学校， 神戸高校， 御影公会堂は震災以儒より収脊避難所とし

されていた抱設， �灘保育所， 岩属地域福祉センターは共に地震発牛，後iこJt(符

避難所として追加指定された施設で ある.

( 1 )車耳B小学校(灘思: I習4.2)

1995年l丹1 7 日， 体脊館から教室むJI出こ避難者で埋まっていった. 2月下旬

で比校舎の4階以外の躍内空間辻就寝およ び受付 ・ 運常スベース， 救捷物資

き 場， 救護室として， 運動場 は炊き 出しスペースや駐車 ・ 駐輪場， 救接物資

として，敷地内めはとんどの場所が避難所に転用された〈出ι3). まに

こ り 避難所へ り避難者以外 に 賜辺地域の被災者への救援拠点の役割も果たし

た. 8 月上旬には， .避難所として使われている部分は体育館の半分(桟り半分時授

業iこ能用，悶4.4)と校舎2轄の教室に縮小し，

いる. 8 月中旬の災害教場法適用終了後

者が退所し た

(2)御影公会堂〈東灘竪: Iヌ14.5)

は仮設校舎が建てられて

り， 12 月末 に最後の避難

2月下旬では， 地下賠を除いて， 地上階(3階謹て〉の議室は就寝および受付 ・

炊 き 出し， f本憩・談話の各スペースや救援物資置 き 場として， 尾上は洗

濯， 物干しスペースとして， 前躍は駐輪， 救援物資置 き 場として， はとんどの

場所が避難所に 捷われた(悶ι6). ま た， 東側に接する道路 には救護テント

られた， この避難所の特徴'i， 調査対象施設の中で比較的本来機能の田譲が急

がれていない ことでおる. そのため， 1 995:年8 月初日 に災害救助法連用が終

したあとも待機所制lこ指定され， 引 き 続 き 避難者受け入れのための施設とし

て機能した. 9 月下却の時点でも， 避難者が減少してで き た空 き 部屋は避難者

のための娯楽室や被災者を対象にしたボうンティア に よる相談所ι再び転用さ

れるなど， 地下�誌を除く抱設の詰室の大半は待機所として使われた.

(3)神戸高校〈灘只: 1翠ι7)

離区の北舗斜面地に位置する神声高校は， 出から北へと体育館，

グラ ウンド， 校舎が舶に斜面 に沿って立地している.

商側の大 き な被害を受けた地域の住民から構成され，

と柔剣道場のみが避難所となり， 最も山手にあ

りも

8 00人 に達した. 体

は便われなか っ た.

第4章 避難所の使われ方

本l

神戸市が災害教助法の適

用を打ち切り避難所を競

止した後事 避難者が自立

または応急舷設生宅に入

諾するまで暫定的に手t活

するための場として掻定

した撞設.
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第I部 選難所の実態

就寝スペース

2階平面関

函4.4 手分を避難所iこ使った体荷鯨(摩部小学校， 8月上旬〉

98 

し

3階平盟国

ヰ階平面iヌi

菌4.2

摩耶小学校の避難所への転用状況

(1995年2丹25日〉

間4.3 スロープを避難スペースに和剤

(摩部小学校， 2月末)



i指平1荷盟

2措平謀関

Q 5 10m 

3階千両阪i

国4.5 榔露公会常の避難所への転用状況(1995 年2 月 初日)

第4章 避難所の能われ左

j車時平出回

遺抱

屋上

層上階乎面図

国4.6 休憩・議話スペースに使われた
ホール(鱒影公会堂， 2 月 26訂)
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第 I部 避難所の実態

間4.7

神戸高校の避難所への転則状況

(1995年3月16円)
一

円

同窓会館

0 10 Om 

椅臆地域欄枇
センタ

図4.8 �日的なスベースとして利用された

ピ口ティー(神田高松. 4月20 R) 

救識箪

間4.9 ピ口ティーでの炊出し

(神間高校， 4月20円〉

て

西灘保育所

炊き同しスベース

0 Om 

貯水タンク置き場

図4.10

西離保育所・岩屋地域福祉センターの

避難所への転用状況0995年2月上旬)

救控物資置き場

ハリハり唱-EA



そめ後1995年3月12日;こ体葺館に統合され 3月中旬では持育館の備品が収

めてある1階の器具産と2階の部室を除き， 前庭を含めて擁設の大半が避難所

として使われた.

との避難所の特徴は， 観察および避難者らへのヒアリングから， 調査対象避

難所の中でもスムーズな転用と運営が行われたことでおった. その理由は，

( i )転用面では後述するような建築的特徴から，調査対象とした地の避難所

と比べ仮設建物の設置など建築的に手を加える必要が少なかった，

(垣)運営面では，校舎と独立した体育館であることかふ本来機能再臨に離

して避難所機能と教育活動領域が交錯しなかっ

(ili)避難所生活のルールが決められており，それがよく守もれた警

などで， 避難者から運常上の問題があまり開かれなかった，

そして， 転用lこ有効だった建築的要素として以下のことがあげられる.

( i )体育館五関協に男女別の便所があり，神戸高校校舎の梗所を捷う

なかった.

(誼)準嶺室2室， 男女買荻室2室など小訴の部躍があり，

付・運営など多様な機能を受け入れることができた.

(ili)アワーナにスタンドが設けられており，大等監の物資!電場として利用で

きた， また斜面地に建物があり， 物資搬入の車がi直接スタン

レベルにつけふれるため，

(iv)玄関前に前庭があり，

し・避難者の車の駐車など利用価値が高かった，

(v)玄関前のどロティーは， 天候にあま9

�た. また，

ペースとしても利揺された(菌4.8， 国ι9).

らず搬入ができた.

-物干

ので，

-喫;開・

(vi)玄関脇の下足入れが，避難所で管理するこまごました生活用品の整理棚

として役に立った.

(vii)アリーナ内部入口側の大き

期された.

さまざまな情報の描京阪として科

(画〉その{協賛

あった，

く， がよい，

(4)商難保育所・岩農地域福祉センター〈離区: [話14.10)

しにくいな

このニつり避難所は隣接しており一体として控われたこと， 避難者の大半が

同地域の住民であったとと，そして運営が岡地域む自治会により周辺の小規操

避難所と連撰して行われたことが特鍛である.

施設問の連携の利点は以下のとおりである，

( i )人間関係などの問題が少なく，

第4輩 避難所の使われ方
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第1部 避難所台湾態

*1 

102 

表4.2 調査対象主要雄投の避難所への転用状祝

学技施設 i保育所
空襲臨小学校 l西議小学校 !神戸高校 !西離保宵所

働盆.掌2

のものである.

幼稚園
西鄭劫稜調

銭湯拙

巡毘

ヒアリング調査はよるため名場所が笹われていた明確
ることを訴す.



1995.2.26 
本主

諸笠
ホ…jレ
食堂

本3 避難所麗止後も待機所に指定され避難者長受け入れていた.
*4 ボランティアによる送迎.
*5 1996年5月時点ぜはまだ避難者が生活していた.

第4章 避難所的使われ}j
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第1苦言 避難所の実態

関4.11
ベニヤ援でつくられた

更衣室(御影公会堂，
2月26円)

104 

〈註〉地譲福祉センターにはオープンスペースがなかったが，

出しゃ物資の保管， 給本タンク設置むスベ…スとして共用できた

(温)同地械の自治会が地域謡社センターに対策本部を投開し

して行ったため事 課背所議員は職員本来の業務を遂行できた.

(iv)避難者む議少にともない漉難所を縮小する睦， 連読している

所への避難者の集約が比較的文ムーズに行われた.

は I今の避難所長出て廷かの避難所へ移るのは， 知らな

い 集団の中で新たl乙人間関揺を つくっていかなければならな いのでいやだiと

い う 訴が聞かれたが， こ

ト ラブノレなく集約できた

は遅難者在地械福祉 セン タ ーの空いている

保育所の機能回援が車まった.

: 避難高転用の状況
恒三以外に調査を行った

これより施設別に読み取れ

( i ) 
屋があ る ため，

能以外iこ， 救護・

として，

-ボランティア

ざまな機能を受ぜ入れるこ と ができた.

(呈〉保帯新や地域福祉センターな

救護， 配給などの機能を共用した.

表4. 2に示した，

広いオープンスペースや多くの部

排濯など避難生活のための機

ど被災者数援のためのさま

他の避難所と炊き出L，

と機能の関採で読み取れる傾向として，

( i ) 
(邑)

ベ ー スに転用された.

は就寝スペース(避難者が主に寝るための場所として， も

ち込んだ詰物や段ボールの仕切りで開うなどして， 占有しているスベース)

の廷か，註やカーテン的除など入居を避け ることができるところ

れ，そのほかに銭場主ど避難所外の擁設も使われた(凶4.11)，

(量)運動場や前!弘 中庭， パックヤ…ドなどのオープンスペース比テント

や仮設シャワー， 設設控訴などの仮設組物そ設寵して，主主審，入治，排ìl!t，

-喫煙，調理，配給，駐車，洗濯， 物干し江どさまざまな機能のスベ

えとし された周

(iv)ピ口 ティーは雨をしのげる半麗外空語として， 調理，配給，休憩・喫揮

などさまざまに転用された.

(v)既投手洗場や盟上，そのほか学校ではプーノレサイドが給詳7kL

ということかふ註濯スペ…スに転用された.

(vi)受付・溜営スペースは， 学校では職員が運営に欝わっていた時期には職

員室がよく捷われたが， その後職員が本来業務に戻ってからは京関近くの



第4章 避難所の使われ万

わってい

どが使われた. ま た ，

く， どが使われた.

3. 避欝所の経時変化
( 1 )避難所転沼の経時変化

4.3は， 調査対象避難所の中で櫨数間iこわたり っ たところにつ い

て， その転用の変化をまとめたものである. 時間経過にともなう変化毛見ると，

以下むことがわかる.

( i )学校施設では端麗発生当初多様な機能を官していたが，本来機能回設が

るため， 控業再間に合わせ;逐次， 避難所の機能と ス ペー スが比較的

再開に支障のない場所へ移動・集約される.

どでは ， 避難所の(註)
機能縮小の動 き がj患い.

(2)避難所の諸機能の立ち上がりと蕗止の経時変化

ホ2

をもとに，避難所の諸機能の経時変

-撤去されたかを， 立ち上げか

阪神・淡銘大震災神戸市

災害対策本部「甑神・淡

路大震災一一神戸市の記

鋪 掛神拘市都市問題

研究所(1996)勘
よ

イヒおよがそれにとも江いどのよう
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待機所へ・ 回避難所建龍

機

まえ 寝
打切り救助物資
打切り外部監給

423L4Z口〉 7]\. 一3 月一末」一巡月回末4-5月米中救 議 縮少炊き出し 2月主自 炊
j先 i遅 シャワ入 �*千
京 報 司明匹ー既設. í長誌集井用 既設{更所のみ龍用認ド i世

(遺体安翠) 戸士ごh蜘

給水タンク
仮設{護所
仮設親日 r 
京設シャワー
間仕切り

三
小型化保冷j輩

主調 戸
嬬E乱機
洗濯機 \ 

-1/23�草筑復!日常[ 2/23芦騒市紙間仕切りを配給開始

・3月末水道議j自主事93角6知・4/17*i養護IFl完了

・3/11ガス復!日率80話

・4/11ガス建!日完了

-2/23第i次学校;再開斗/1学校新年夏妨まる
・ボランティア大幅撤退

-8/20災害敦防法適用終7

憎言120食料#主総終了

国4.12 避難所各機能の立ち上げから解消までの経時変化
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第I部 避難所の策態

表4.3 避難所転用の経時変化

ti

円卓

句。

*

*

*

 

擁設種類
璃設名
調査日制
避難所解請時期
住!就謹員
能

1骨95.8.13

ンチ'

会議案 放送案
テント

テント

器具庫
配給 ピロティー下 テント

データは同司のもの である.
くなっていることを示す.
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テント

ーノレ テント

事務蜜 プレハブ料

テント

�関ホール

テント

*4 避難所擁11ニ後も待機所に指症され避難者を受け入れていた.
*5 ボランティアによる送迎.
本6 1996年5月時点、ではまだ避難者が生活していた.

第41革命 避難所の使われ方

公園露外部
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第I部 避難所の実態

108 

ら安定・縮小そして解消までの大きく四つの時期に分類し整理したものが図

4.12である. これから， 避難所は地藤発中出初， 被災者救擦の拠点としてさま

ó'主 したが， という

機能に収東していくことがわかる.

また各機能について見ると，

( i )就寝:地箆発生直後から， 学校その他の施設に大量の被災者が押し寄

として指定されていった. 多く

れツ るスベース

も確保できない状態であったが， に避難者が減少するとともに1

たりのスペースが広がっていった. 地震発よ↓:から1か月ほど経過した頃よ

り， テントで就寝している避難所在除き， プライパシーの確保が問題とな

り， 間仕切りが税蹴されはじめた. その後1995年8月初日に避難所は開

おいてもれたが， 2 以上たった1997年6片

る避難者が梓在する.

(ii)給水:地震発生当初， 神戸市内全域で65万戸に断水が生じ， 避難者は

河川や学校プーlレなどさまざまな場所から水をくみ出し生活用水に充て

九給7k�立地躍;発生当Hから小学校への粕水栓中心に始まり，

の向治体からの応、般若と得てl澗間後にピークとなった. その後3月

にともない終了した.

(温)救護:仇=院や診雄所は多くの被害を受け， 既存の医療機関だけでは対

応が不ロJ能であった. 被災地のみならず他都市の医師や保健婦， ボラン

ティアにより しさ

た. 閲4.13 �立地閥均生当日からの常投救雄所股蹴数をボしたものである.

地鍾発生当初は医癖班が避難所を�回するかたちをとっていたが， 救護見/f

の充実とともに避難者1000人以上の避難所に救護所を設置， 小規模避難

所にはそこから巡回することになった. 1月23日にはj草牛省の現地対策本

された. そして全国の都道府県およ

るよう べ~ ザ骨

150 

震100
榔
講話
何時 50 
料

O 
[995・L 2. 3. 4.見/ / / / / 

[7 2 [ 25 29 2 6 10 14 18 22 26 2 6 10 14 18 22 26 30 3 7 [1 15 [9 23 27 U 

図4.13 常設救護所数の経時変化叫



表4.4 歯科救護所由設設場所および診操鶴間

区 i 設 置 場 所 !診療期間

難民

中央広

僻童三公会堂*
東擢診療所
本山南小学校卒

原田中学校卒

�歯科医師会口腔保健センタ

1/26---3/31 
1/23---2/28 
2/12--2/26 

1/26--2/26 

1/22-2/28 
1/28--2/28 
2/ 2"'2/28 

2/ 1""2/ 6 
2/ 7--2/28 
2/ 7--2/28 

1/30""'2/28 

住) *は1995年2月23日時点においてi反容避難所に指定されて

というえ子針に沿って， 1 月末に辻常設教護所 1 1 6 か所， 巡自班31 旺という

救護体制が確立した. そ の後， 周辺地域の病院や診蟻所の後l臼にともない

3月より縮小が関られ， 4月末に終了した.

いては， 地諜発生議 2， 3 1::1塩から神戸市が市・

師会と連揖し， 中央IXの口腔保健センター告はじめとして各区の避難所で

も歯科救護所を設置していった， 表4.4泣各置の詣科教護所の設置場所お

よ び診議期聞を示Lたものでおる. そ の後ボ ラ ン チ ィアグループも加 わ

り， Ji監難所を巡田する菌科救護班が活動開始するな乙路樹淑調体雨117P滑っ

ていった. たとえば長田毘で拭， 2月15 日から 2 月 28

H まで お か所の避難所白巡回詮嬢に あ たるなど，

5区で1丹羽田かち3月四日までの間iこ， 18の救護班ゐが126

か所の避難所で巡回診療にあた っ た. 2月中旬には水道複18にともない再

関する診嬢所も半数を越え， 11頃次縮小が関られ3月末には終了した.

Civ)炊き出し・自炊:地震発生当初よ与，主要避難所lこは行政から金料配給

が行われた. また， 避難者の親戚・知人またボラン チ ィアからも救盤物資

が届け告れ蛤めた. 白鞘隊による炊 き 出しがl丹23日から開姶， ボラン

チィアによるものも順次開始された. 2月明より， 避難所の自治組織め

ともに避難者によ る 避難所での炊き 出しも始

ま っ た， そ の後， 避難者の減少， ボ ラ ンティ アの掻退などにともない， 炊

き 出しが結小または終了していった. 代わりに， 多 く の避難所ではカセ ッ

トコンロなど的自炊設備が置かれ る よ う にな っ た.

第4 章 避難所の使われ方
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避難所の実態第I書I�

設置期間
1/17，-....，2/10 

時…一本Z

遺体安置場所および設置期間

安置数

体

心一
体

体

体

体

体

体

体

体

体

体

搾

れヨ

レ
し
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鷹匠中学校本l
i怯蔭高校
瀧区民ホーjレ*

離陸役所
東部荘弔欝害者“福祉センターキ

王子動物関ホール

王子市民ギャラリ一
六甲病院
王子スポーツセンタ

灘区

2伝

1/18--1/25 

1/17---1/27 

1/17--1/22 

1/17--1/25 

1/20-- 1/31 

1/20 

1/17，-....，1/28 

14体
17持
18体
17体
13持
2体

44 í本

浄描寺

光尊寺

楠 寺
生田文化会館
神戸教会
下tLl千小学校本

中央藍

1/17----

1/17--1/25 

1/17--1/時

1/17-.，1/20 

1/17"""'1/25 

378体
15 í本
5体
5体
9体

兵隊署
阿弥陀寺
久通寺
西光寺
心韓セ ン タ-

JlI崎重工体育館

兵庫区

設1)

注2)

100% 80 60 

構成比
40 20 O 

m2/人
避難所1人当たりの占有医積の構成割合

(地麗発生lか丹後)
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(v)入浴:ぅイフラインの途絶により避難者の多く 込l週間

くらいは風呂に入れ江い状況が続いたが， 設設嵐呂が自衛離により2 Jj 3 
日までに神戸市内で 16 か所に設置されたほ か， ポうンティアなどによっ

ても多数的避難所で設寵された. 自融隊によるものは4月末まで， その他

i主席辺地埴の銭湯の複I民 ライフラインの複!日， A縄隊・ボラ

ンティアの撤退lこともない終了した. 代替設備として設設シャワーがl月

ち)順次投寵された.

(vi)排摺:地諜発生i立後， 上水道が断水し， 避難所の沼とん

があふれた. 子で読み出して処理していたほ か， プーjレ・河川などの水を

使ったり， 地面に穴を掘って用を足すなどの対応がなされた. その後， í長
されていったが， 避難所によっては汲み取与

仮設便所が再使用できなくなるところもでたため，

開始した， 施設既存の額所は， 水道がj順位応急復i日するのにともない能用

されるようになった.

〈討i) よると，死立者の多かったs

および設罷期間 4.5のような状慌で追うったー く

どのほ か， 体育館や学校などり避難所となっ

にも安置崩が開設されて抄くっきnこ運び込まれた. 公営斎場i主連 日7Jレ稼観j

していたが， 遺体の数は艦大で火葬能力をはるかに結え， 位都市の斎場へ

るなどの状況であった. そのた ところで2月

れた.

(3)避難者の占有面積
避難所詰多数の被災者が押 るためめスペース

分に確保できない状出であった. その後， 避難者の誠少にともない多告の家樹

れてくる. 地震発生後数 日間と1 か月後の

Z月下旬について， 避難者 1人当たりの占荷面積叫を調べたものが間4.14，

ι15せある. この占有面積算定方法としては， 次の三通りがある.

( i )避難所内を描影した報道写真をもとに算定したもの.

(註〉避難所で入手した避難者名簿と凶酉 から算定したもの.

(温)ヒアリング から確認した避難者数と閣面 から算定したもの.

1.0-1.7m2j入品うたりが最も多く， 1人l

で， 入は績になれ江い状涜である. この密度告もたらした理由の一つに， 気握

が低い各であったことが考えら説ι1 か月後では占有面積は2 m2以上4m2 

未満のものが的%以上を出めており. 2壁前稜ということになる.

(4)避難所種類別の避難生活における利点と欠点
における の問題は， 被害。内容に大きく される

第4主主 避難所の使われ方

*3 

出有面積
室面績をそわ場所で液難

生活を送っている避難者

の人数で除したものであ

り， 羅難者の持ち込んだ

情物や部障の什器恕どを

費、いているスペースも含

んだもの.
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選難所の実離第I器

避難所生叫に閲する避難所む問題表ι6

仮設主主訴が不謹(A)(B)(D) 
車の昔で眠れな� '(A) (日)(口)
鱗戸がなく虫が入ってくる(A)(B) 
パザアフ1)ーの問題(A)
避難者が減り広すぎて恐い(お〉
体育館は床lこクッションが入っていて替が響く(B)
天井がドーム状になっているので脊が鵠まで届いてしまう(B)
場所がないので;吹き出しむ申し出を断ら註ければいけない(C)
狭い(D)(む
出入訂に車止めがあり棋が瀧入できない(D)

トの穣寵か主語語りがする(D)
謹気がと;.どい(D)
なめくCな
ま童話か

(�空気環境)
大増間なのでエアコン者三設置して も 設に立たない〈お〉
日中は非常に暑く車内にいられない(D)
〔光瑚楠)
非常貯だけでは曙く危設なので水制灯配点けているが署い(日〉
非常灯が明るく鶏盟企入拡謹付けない(日)
〔電支・
電圧が基く
コンセント
ガスがない(C)
童話穏:最が足りない(D)

欠点利点
家から近い(A)(B) (C) (D) 

た(A)(B)
りやすい(A)

議丈で安全部)(C)
敷i天井が高く!よいので風邪が襲廷しにくいくB)
地 | ボランティアが多数来てくれた情)
Z当!天井が高く圧迫感がない(B)
窃 i洗灘や物干しのスベ一

帯
里貞

いる虫が入ってくる〈防
てくる(E)

{その他〕
電気調埠器があり大気安積わなくていい(C)
冷暖房がある(C)
抗灘機が も とか告通うる(C)
流し舎が患って痩利(C)

とついていて安心(B)

設
備
瑚
境

い(A)

テント

〔集団〕
テレ
先に仮設住宅iこ当選
プライパシーがない(A)
人間関慌でストレス(A)
好きな時間記毒気が謂せない(A)
お年寄今時す?のいさかい(A)
起床時間がばらばらで墳を立てられず高田が千せ恕いくA)
就護持、罵りの視綿が苅lこなる
素性のわからない人と一緒に生活するの辻本安告〉
枚議出し、風呂当番のさぼりによるいさかい(B)
炊き出し当番は人;量む料理を作ち誌いといけない(B)
夜は音者立てないよう気を棲むないといけない(日)
消灯時間があり若い人法苦労している(剖
門限がある(B)
病気が蔓廷しやすいく齢

管理上屋上が関鑓されるので物下し場として使えない(A)
監鰐議の換気扇、積!えなどっけっぱなしが多く安男禁止(C)

の交流がある(A)
き

く避難できそう
本
来
機
能
と
の
関
孫

。
ゆ

什川、弔
ザハW

ザ令
長。

あ
で

が
活

…

生
シ
ノ\

ノ
な

イ
ね

ラ
兼

プ
気

生
活
単
位

管
盟

訪
ðH 
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が， 被災地が落ち着きを取り戻しはじめ， 躍難生活がある程霊安定してくる時

期以障における問題は， 将来災害が起こり， 遊難所が形成された場合にも同様

こりうる内容を合ん でいると考えられる. ヒアリングで間かれた避難者の

立場における避難所の利点と欠点の中で， 避難生活が安定しはじめたと考えち

れる地震発生かち2週間程疫以蜂に関するものと判断できるもので， かっ建築

にかかわっているものについて内容別に分額し， それぞれがどのような避難所

で聞かれたのかを整理したものが表4.6 である.

議難所それぞれの種題で， 以下の特徴的な問題があげられた.

( i )学技施設:体育館や教室などでの集団生活がγ;避難者間の人間関係の

君成， 助け合いに関して有交きであったJという評舗がある一万 rプライパ

シ_Jr人間関保の難しさJ白出行動の制約J r先に避難所を退所す

の競妬」など相反する問題が出ている咽 また「音の響きJ r照明心暗 さ Jγ原

通しの悪さJ r寒さ， 暑さ」など建築・投舗面での問題が出ている. そのほ

か， 学校再開のため「設舗設置の制約Jr避難所解消に関して行政や極投管

とのいさかいJなど， 本来機能の回彼， 躍難月号機能との併痔が問題で

ある.

(誌)集会施設 冷暖躍の先様Jγ場、沸輩があることJが評価されている. そ

さむなどの理由からr設備管理の必要iが

じたり， 小規模な施設では場所がないので'炊き出し巻断るなど

間の不足Jが， あるいは買し教案を行っているところで

か与の再開希望が出てきており， 本来機能の回復が問題となっている.

(ili)公閤:rプライパシーの確告Jγ地震があっても倒れてくるものがないJ

という点で評価されている. 一方r国定式の車止めが邪魔に註り

内iこ進入できないJ r霞気容量の不足Jγ水道投舗の未設置Jと公掘の設舗

にかかわる問題， また公障ではほ とん

していることから r弱苦， 雨漏り， 読本J r惑さ， 暑さJ

の問題があぜられている.

* * * 

など

調査にご協力いただいた避難者， ボランティア， また神戸市犠員の方がたに

心よりお礼申し上げます. また1年聞にわたり避難所の実態調査を続けた大薮

ノ します. (阪田弘一)

第4主主 避難所め使われ方
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第I蔀 避難所の実態

114 

4.2 長田区における避難所の使われ方の実態

1 . 梗われ方を記録する
研究輩の学生め叔父さんが長田区の長業小学校に避難していると間いたの

で， 学生5人に， 2月22日からのl週間， 畏業小学校でボランティア活動しな

がら， 空き時聞を利用して避難所の接われ方を記録してくれるように依額し

た r体験学習だ， がんばれjと激励して送り出した.

現地に着いた学生たちは， 焼け野が原になった被災現場(凶4.16)を見たち，

避難所に入ってショ ックを受けたために， 使われ方記録をする気持iこなれない

きた さっ そく現地へ行き rいま記録しないと惨状誌忘れ与れ

て風化するJ と， 記録の大切さを説明した. その後， 元気をとりもどして記録

をとり始めてくれた.

4丹になると長楽小学授のボランティアの主力になっていた向治労の人たち

が引き上げ， 避難者自身が避難所を運営する体制に馨るが， やiまり入手が足ら

なくなると， 親しくなった避難者の女子中学生から学生に竃話があった繍 さっ

そく彼忌は3月31 日から 1 週間長楽小学校へ行った. この回になると2月下

司約950人もいた;避難者が約300入ぐらいに錨り， 教室棟の3階泣ほぽ学校の

機能をとりもどしていた. その後， 5月中旬， 7月初旬lこも現地へ行っている.

ボランティアの構成は， 物資班と情報班と衛生悲か ちなり， 学よ主 ボランチィ

アi主主に物資班に配属されて， 送られてきた食料や物資の整理と配布を担当し

た‘ 情報班は， 寵話や垂ß罰などの外部からの通信を引き

臨4.16 長IHI玄鷹取地区の被災地(1995年2月訪日)



るなどの仕事で， 物査班と情報斑のボランティアの仕事を統括するのは自

治労の人たちである， 高生E廷は， 苦楽室を転用した陸務室ではたら く

護婦のことでるι

朝， 避難所から職場へ出動する人たちゃ， 洗濯にとりかか ち壱見る

と， くじけてはなるものかとい う 避難者の方がたの生活力をみる思いがする.

とれから， 長楽小学校を中心として， とくに丹告を断らない限り2月下旬の

避難所の槙われ去を述べる.

2. 運動場

一般的に地震や台騒などの醸の避難所は， 小学校の体育館と公民館えまどの地

く 詑われる. 学校の体育館は， 用具類をかたづけると広い部尿

になるから， 避難者の生活の場に転用しやすい. また， 集会施設も畳敷きの集

どがあ るので避難所に適している. しかし集会施設には， 運動場のよう

えよまとまった広い外部常閉がない. 数百人以上の避難者の生活を支えるために

は， どうしても広い外部空間が必要である.

( 1 )長楽小学校

2月初日現在， 長楽小学校の藤難者は約950人で， 体育館や教室そして路下

も棲い， 農泊まりしていた. 部下が就寵スペースに使われている光紫を誼たと

き予 正直いってショ ック在感じた.

長楽小学校の連動場(間4恥17，ι18)には，弁当や配給物資など安保管したり配

布するためむテントが張られ， コンテナ冷蔵車が一つ， そして自構酸の仮設風

期地L: -1ベヲ?腕
司事ヲ\\'-\手議It)引絞総べTJも

第4章 避難所の使われ方向

鴎4.17 長楽小学校運動場(1995年2月27日) 国4.18 長業小学校謹動場(1995年4月4日)
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第I部 避難所の実態

テ ン トや設備一式が置 か れ て い る . ま た， 議動場の円立た な い場所 に 関易

器所 20器が投置 さ れ て い る . 大阪の吹田市や東京都や千葉市か ふ提供 さ れ た

鶴易便現 も あ っ た 運動場 に あ る 南側 の 車両用め外部出入口が， 物資の 搬出入

口に な る . そ の 出入口の脇 に ゴミ置 き 場が設 け ら れ て い る .

さ ま ざ ま な テ ン トや機材を持ち 込むため に は， 運動場 の よ う な ま と ま っ た広

い 外部空 間が必要 に な る .

定時 に な る と 運動場に 配給物資を受け取 る た治の行列がで き はじめ る . た と

えば， 午前7時 に始 ま る 朝の パ ン な ど の配給だ と S時 40 分頃か ら 並び はじめ

る が， 運動場だ と 訂列ス ベ ー ス に余福が あ る .

4/.1.{.陰)�ラt. �12.l.0A-検幹事-.
制i同Jþ ñ"'1受1'fI.以前噌t"-'7番手

{�l事荷台�1I'、律相レf雲��乙L
�'7-t令材料J." 11ll>. .10.....�1'J.{.... 
信衛-r..，�，.

国4.19 運動場iこ設罷された仮設j説日

(長楽小学校)

国4.20 鶏取中学技の連動場(1995年4月 2日)
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仮設展呂品目謁隊員が稼働させており， 男女が日欝わりで利用していた. 風

呂テントは関口が3.6 rnで輿行が12rnあち， 挽衣場とシャワー{す き 洗い場と

搭槽iこ3 分されている(留14.19)， 外部には， 湯号をわかす機械設備と給水車と

石油タンクが島る. 冬場なので抗い場やj脱去場が寒い.

学校の庁針で， 避難者の自動車を謹動場に駐車させることを禁止しておち，

まとま っ た空券スベースを趨動場のほぼ中央部に確保しているので， テントや

ど比j運動場の中央部を空けるよ う にロの宇型に配置されている.

この中央部のスペースは， 長楽小学校と大黒小学校と千歳小学校の3校の合併

授業が行われている千歳小学校へ集罰登校するために， 午前s時45分に約200

入の見曹が集合して朝本しを行うために捷われる. 午擦になると千農小学校から

して来て， このスペースiこ学童が集まる 敢課後は， 子どもたちの遊

びのスペースに変わる. 長業小学校の運動場の捷い万�;t. 運動場に駐車スペー

スがある他の学校と対照的であるといえるだろう.

長業小学校の北側にはよ誌をひとつはさんで長楽公闘がるる. 水道もガスも関

していない時期， この公掴でボランティアによる昼食の炊 き 出しが行われ，

近所の人たちだけでな く 長楽小学校の避難者も利用していた.

( 2)鷹取中学校

4月2日に薦取中学校を訪問した(関ι20). 長葉小学校と比較すると学校規

模が大 き し\そのために， 運動場の3分のl ペースに あて， 3分のlの

スペースに配給物資などのテントスペースをとっても， 空 き スペースが あ る

(図4.21).

(3)運動場について感じたこと

は産る場所やベンチが必要で、ある. 教撃では， 就寝や主出のスペー

スを広 く するために， 椅子抗を廊下に出しているが， 教室前の椅子は， その教

る人のもので， f散の部屋の人は躍りに く い， パブリ ックスペースに

なっているのはi運動場ぐらいで， 本部や医務室へも出入り自由だが，

かけて く つろげる場所ではない. ところが運動場にはベンチがないために， 遊

タイヤ， ジャングルジム， すべり台に盛 っ て休患している. 連動場lこは，

ウーロン茶， コーヒー， 緑茶， 牛乳などを無料で蹴るテントがあるが， 人が集

まっても， 留まって飲も う とする人は あまりいない.

比校躍iこ木製ベンチが揮奇かれ，避難者が昼食をいただいたり，

休息や談話をしていた， 室内に閉じこもりきりでいると気が晴れないだろうー

また連動場ø砂は 階で暮らしている人にと っ て大敵で， と く に鹿下で生

している人にと っ てそ う で あ る. いつの間にか床が運動場の砂でざらつ く .

第4j主 避難所の慣われ方
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第I部 避難所の実態
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3盛 学校における就寝スペース
清�T は， ，まぼ一斉に行わ れ， 泊灯時期 は体育館

日時頃であった. 朝 は7時の配給が始 ま る と は

を始め る a も ち ろ ん， 出勤時刻 の 早 い 人 の起味 は も っ と

( 1 )体育盤
長楽小学校の体育館tJ， 1 2 

物 の 3 階 に あ る ー ブ口ア は， 関口約 18.8 mX

4 m の ス テ ー ジ がついて い る ，

も だ い た い 9 時半から

き 出 し て便所 と 洗面

ど の特別教室が あ る 建

24 mの広 さ で， 輿行

家族や知人 どう し でつ く る 1 グル ー プ ご と に ， 90 c m前後 の高 さ ま で積み上

げ た ダ ン ボール箱や 民納ボ ッ ク ス で 区画 し て い る . 開 い が低 い の で， 起 き て

い る と き の揖離 は さ え ぎ る こ と は で き な い が， 寝て い る と き に は視線よけ に な

る . もちろ ん， テ ワ ト リ ー を確仰す る 役割 も あ る . 図4.22 に は ス テ ー ジ 上に ダ

ン ボ ー ル箱が み え る 聞 ζれ は ス テ … ジ

で あ る .

2 月 25日の時点で は 人当 た り

そ れ に�又納占省空間が加わ る .

る 人が つ く っ た説線よ け の踏 い

ベ ー ス は 1 .5mX2.0 m 

幅の設い通路 も 確保 さ れて い る が， 強雑な 思舗が行 わ れて雑魚寝技態 に 近 い

の で， お年寄 り が夜中 に 捜所へ行 く と き に歩 き づ ら い鷹 避難所 の巡回活動 を

行った老人福祉施設で開 い た話だ が， 罷所 に 行か ず に す むよ う に， で き る だ け

水を飲 ま ずに 我寵 し た た めは脱水症状 に なって体調 をこわ し た お年寄 り が い た

と の こ と で島 る .

の で体首館を閉め切 り に す る た め か， 食事時 iこ泣臭 い が と て も す る . 換

く な い .

関 4.22 長楽小学校の体官蕗(1抑5 年2月 四日)



( 2 ) 教

床が下足仕識にな っ て い る め で， 沫に新聞紙を敷きそ の上に段ボ ー ルや発砲

ス チ 口一ノレを敷き ， さ 告にそ の 上に毛布を敷 く . この よ う に し て床鹿の生活が

でき る 床吾つ く っ て い る .

よ っ て収蒋人数が異な り ， 比較的 ゆった ち し て い る 7名枝容の 教室か

ち 28 人収蒋 の 教室 も あ る .

ι23)や家躍科室は抗が 大き く 移動 がむずか し い た めに， 机を移動

さ ぃι杭 の上を物置きに利用 し てラ 机 と 杭り陪に模床与を

敷 く . 抗 の 上に は， レ ン ジ妻 コ ー と ーメー カー ， ラジカセ と い っ

品 も 置か れ て い る .

ど乙 も 収納 ス ペ ー ス 不足的問題が あ ち ， ら れ た 収納概を利用

し で も 収納ス ペ… ス が足 ち な い. 机 の 上iこ物を置 い た り ， 廊下に段ボ ー ル箱を

り し て い る .

基本的に は早い 者j[匿に教撃に入ったせい か， 町内で 一緒

の 教室に入 っ て い る ケ ー ス はまれ で あ る . 教頭先生の 話ιよ れば， お年寄 ち は

足腰が弱 い の で 1 階 も し く は 2 踏を好む. 日 に よ って， 在室 し て い る 場合 と 親

って帰 ら な い 場合 が あ り ， 話日 の 避難者数は一定ではな い.

( 3 )廊下 と 階段

も 体育館に も 入 れ な い 人たちが廊下や 階段下を就穫場所に し て い る .

が織 し し\使い捨てカイ口が， 体育館や 教室の 人に は l 人当た り 3 個配ら

れ， 廊下や階段の人に は 5 個配ら れ る が， そ の程度で諜 さ が し のげ る と は思え

な い. 一つめ 布団に 2 人寝 る 例が あ る の は， 体温で暖め合 う た め で あ ろ う 畠

4 月 初 め で も ， お年噂 り や幼!足は揚 た んiまそ使用 し ていた. や は り 要 は か な

り 冷え る ら し い .

第4章 藤難所の襲われ五

国 4.23 理科宅内のようす 思4.24 廊下につくられた段活スペース
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第I 部 避難所の実態
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路下や措設は人目につく場所なので， 生活しにくいと盟、われる. 階段下のス

ペースでは， 周囲を段ボールなどで理状合間いをつくって生活スペースを種保

している. 脚下では， 高さ50 c訟程度的仕切るどつくって開んでいるが， まる見

えである(凶4.24入

(4)更衣スペース
体宵館の人は用具室に着普えるスペースをつくってい

るので和活できるが， 教室の人は梗所などで着替えている. 体宵館で生活する

中学生の女子生徒にたずねると， 布開をかぶって布団の中でパジャマか

るとg!していた.

付属している用毘軍の中に， 車球台を立て， 2.0m>く2.5mの

仕切を男女別にl組ずつ作って， 更衣ブースにしていた.

なおプール付属東衣室も控えそうだが， 教室から離れていて転用で設ないa

男子沼の付属更衣室はボランチィアの就寝場所になり， 女子用の付属更衣室は

されている.

真鶴小学校では沖月授を吊り下ぜて収納するファンシーボックスが3，4か訴置

かれ， その中で更衣ができるようになっていた" う まいアイデアだと盟うa

4. 禽 事
( 1 )弁当類の配給

震災霞授の食料と飲料水不足む時期が過ぎ， 食料の配給が軌道にのる

( i )朝:サンドイツチか菓子パンと， 牛乳かジぷ…スの配給.

(ü)届:配給なし. 時にはボランティアによる炊き出し

(量)タ:幕の内弁当(500円相当)， 則東に昧噌汁， 缶詰，

とい う よ う に， 朝と夕方に愈料の配給が行われる.

るー

どの配給.

ガスが復旧したので， 3月28日か込学校で麓寝する人たち以外への食事の配

る. 事情のある約300

ちれるようになっている. 3 j] 29 I:jから

なった.

(2)お揚の配給

誌登録カード して配金が受け

るよ う に

6時かち8時までと， 夜5時から7時までの関にお識の配給が行われる.

かなち需要がある. 組難者はお湯をもらいに襲法瓶を持参し， ;l麗動場のテント

前に並ぶ. 各白がお掛を捕かすよちも配給の方が磯かに効率はよい.

(3)金事スペース
もらってもすぐ る人は全体の6， 7軒で， っくち食べる人

もいる.

ることが多いが， 昼に炊き出しでもらう餅や豚



汁な ど は，

で

自分 の 部屋の前の蕗下 に あ る セミパブ1)ック ス ペース な ど

お いし く い た だ け る ス ペー ス があれば よ い と 思 う .、 た.

(4)共同炊事場

校舎の各i警の階段室の前iこ はカセッ ト コ ン ロが置 い であ り ， 加熱さ せた。

単 な 調理がで き る . こ こ は喫煙場所 に も な っ て い る .

る の で， 炊 き 出しな ど に利用で き な い か と 思 っ た が， 都市ガ ス が

し て い る た め に使 え な い . 調理室 は巡出の菌科診車iこ使わ れ る .

洗 い場t;J:，

5 丹 1 8日

あ る 手洗 い場が組われて い る w

く と ， 運動場に 3 . 6 m 7. 2 mのプレハブ建物が

あ り ， 内部 に はガス コ ン ロ 10 岳， がス:改飯器 2 合が誼かれ， 炊 き 出しだ

く ， 共同炊事場 に も なって い た.

i 洗 濯

はプー ルサイドが法摺場にな っ て お り ，

日台並べて龍か れ て い る (図ι25) ， 電気は校舎か ら 引い て い る ， llJ勤前 に洗語裂を

せる た め に， 朝S時か ら 洗濯を始め る 人 も い た. 洗濯機の置かれ て い る ス

ペース ベー ス に なっ て い る ，

須磨況の鷹取中学校 で は， 抗理機 10

洗濯物が屋外非常階段， 階段， 部下，

て い た. そ の他の学授の洗濯機の台数 は，

3 台， 真陽小学校 2

ド に設費す る 場合 と ，

にiま， ど こ も苦労 し て い る よ う であった .

く

ど， あち らこち ら れ

ι
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v
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る場合があ る . 沈濯物干し場

6. 救護所

長業小学校 に お い て， 震災自盈 は保健主を診察室 と し て捜 い ， でき る 範囲の

処置を 学校 の 保健の先生が行 っ て い た が， 厚生省救護班第 3 班の 人 たちが来

て， 診察規模を 拡大す る た め に ， 当初楽器や種々 の 物 が多 く 置かれて い る た め

と して能用 さ れ て いなかった 2 階の音楽室長 診察室に 転用した〈凶

4.26)， 岡山の国立荊院の医師 3 名， 看護婦8名， 薬剤師 1 名， 事務職 2 名が，

して， 診躍業務 に た ず さ わ っ て い る ， 閉さ込み で拡 1 (:J平均70 名程度

の患者があ る と い う. 外からの利用 も で き る ので ， 学校の入口に

の案内が貼ってあ る .

4 月 1 日 現荘， 1 0  時か で に縮小され て い た鷹

第 4章 避難所の使われ方
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図4.25

プールサイドの抗濡場

入11

担架

音楽室

ストーブ'

薬品類
{反腿熊ふとん

コンロ

音楽準儲意

楽器(木学}の上iニ指物

国4.27 運動場に設けられた青空謀背所

(銭楽保育所警 1995年2 fl 23日)

教室棟

休憩室
開4.26 救護腕の平面プラン

国4.28 授厩の舗で行われていた人形劇



7. その他

( 1 )受 付

長楽小学校への 出入 り は通用門や裏門を硬 い ， 職員室 に通 じ る 校内は舘わ れ

て い な い. 給食室の外， 運動場艇 に ， 教室で使用す る 椅子付杭が 2 脚並ぶ

イす」 と 呼ばれ る 場所が あ る. こ こ に拭， 避難者名簿や避難所地問，

た め の情報 が置か れ て い る . 係の人が い る 場合 も 島 る .

る 人 も 多 い .

就職情報， 役所か ら の お知 ら せ， 震災関連情報な ど の 掲示板 も 近 く に 掲げ ら

れて い る‘ 踊次必要 に 応 じ

い る よ う に盟、わ れ る .

いった せ い か， 情報関連の 機能が散在して

( 2 )議 話

く に， 無料で か け ら れるNTTの特設需話が4 る ， 利用率 は高

く ， 持ちができて い る. 学校の外か告か け に く る 入 も い る .

外部か込の電話や郵観的窓口は識員室の技長・教頭のデス ク に あ る ， 避難者

と学校関原の龍話は共舟 で， 自治労の ボラン チ ィ ア

る. 避難者への電話の呼 び出しの受付 はして お ら

る .

(3)救援本部

ドを使用Lて掲

3 月 く と， 以前 は職員室iこあった 教捜本部が運動場に 建

て ら れ た プ レハブ小屋に 移動して い た. そ こ に は専用環話 も あ り ， 市の職員が

い る . 1.民乱期 に は行政 と の連絡で多忙で あ っ た と 推測 さ れ る が， そ の役

割と機能が少しわ か り ず ら い.

(4)図

プー 学校 に あ っ と救援で送主れ き も あ わ せ

て， な っ て い る . 10 時か ら 午後4時まで関 か れ て い る .

(5)青空保育所

長楽小学校の敷地の北角に誌長楽保育所が あ る嫡 ζ こ も 避難所に控わ れ て い

た， そ む た め に， 運動場の一関iこ あ 下ぽっぽJ 0)看板各掲げたテ

ン ト り ， 地面iこシー ト して い る〈附4.27) .

ボ ラン チ ィ ア に よ る 人形豪Ij も 行わ れて い る (関4.28) ，

8. 学校と避難所

学校が長期間避難所 に な る こ と は， い こ と る . こ の よ

う な 事態 lこそなえて ど の よ う に工夫 し て い く か， 課題が あ る . 月日 が経通す る

と避難者が少な く な り ， 避難者が生活す る 部屋を再編成し て順次教室壱空 け て

ゆ き ， 最後に は避難所を 体育詰に ま とめ てしぺ 経過を た ど る が， そ れ ま で に は

第 4 章 避難所の鵠われ方
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相当の 月 日を要す る 鷹 3月下旬iこ長楽小学校 に行 っ て み る と ， 西鶴校舎 と 道路

と の開の花墳がこわ さ れ， 伝設の 4 教室が建て ら れ， 4 月 か ら の f受業再開iこ そ

な え て い た. ま た 同じ時期 に薦取中学校 に行 く と ， プ ー ノレ の上にイ反設教室が謹

て ら れて い た，

も た ち はじつ に元気で， ボ ラ ン テ ィ アに行つ

のな い 時間 は， 子 ど も の遊 び相手号を し て時間告過ご し た. 子 どもた ち に と って

は， 学校 は心理的 に安心 し て過 ごせ る 場所で あ る .

昼間だ け で な く 夜 も ， 20歳か ら 30議前半の人をめ っ た に見か け江い. 避難

者の 齢構成は記越が な い の で わ かちな い が， 確か に お年苦手 り が多 い . 子 ど も

た ち に比べて お年寄 り は元気が な い よ う に見 う け ら れ たー 60議過ぎの男性 に 1

H伺 を し て過 ご し て い る かたずね る と r ボ ー と し て い る こ と が多 い 」 と いおれ

た r テ レ ピを見ないの かJ と き く と ， 家がな い と いう不安感が為 っ て集中 し て

テ レ ピが見 ら れな い よ う で あっ た‘ Jò急仮設告宅が当 た る ま では相 も す る 気が

し な い と い う っ た帽

と 一緒立生活 し た ら ， い ろ い ろ な こ と が わ か る と 考えたが， 外部者 に

泣表面的 な 問題だ け し かうかが い知 る こ と がで き な かったか も し れ な い .

学校の体育館は教室 に比べ て プ ラ イ パシ ー が な い 問題 は よ く 知 ら れ て い る .

し か し細か い問題， た と え ば着替 え を どこで す る か と い う こ と も 初 め

か な か っ た. 昼間運動場でた た ず ん でい る お年審 り の日動の背後 に か く さ れ た

問題 も 気がつ か ずrあ の人た ち は伺 も す る こ と が詰 い の だJ と 思っ て す ま し て

し ま う 恐れ が あ る ， 高齢者の健盟問題誌深刻で， 避難 し た と き か ら 3 人の高齢

き り で生活 し て い る .

小学校避難所に 詰居間 も 食事室 も な く 畳 1 粘分の寝 る ス ベ ー ス が あ る だ け と

いった 空間条件の貧休i さ が あ る . 地震後1か月たって も ， 暖房 も な い寒 い鹿下

る 人が い る こ と は異常 な こ と で あ る . 空間条件 と して学校 が避難所に

転用 し や すいが， た と え 避難状態で あ っ て も 器購をそ こ な わ な い人間告 し い生

活 を保揮す る 空間条件が小学校避難所 に品 る わ け で は な い.

* * * 

梗わ れ;五記詩 に ご理解 く だ さ った長楽小学校 の先生方 に深 く お礼そ申 し 上げ

た い. ま た， 使 わ れ万記録を行っ た京都工芸繊維大学の学部生の足立和藤君，

上担雅史君， 寺島建君， 小潰趨宏君， 院生 の 八木大正、君 と 国間光則君に感謝 し

fこL \ (掛田孝夫〉



ι3 避難・救援拠点となった区役所の実態

販神 ・ 淡路大震災に お た め の 避難 ・ 教援拠点 と して笹 わ れ た臆

は， 小・中学校や 区民セ ン タ ー ， 公民館な ど の震災以前か ら の指定避難所

で あ っ た 施設 のはか に ， 市投所や 区役所 な

酉宮市)， 裁判所 (神戸地韓交濡裁判所:神戸市〉 ・ 少年鑑別所 (神声合年鑑別所:神戸

市)， ま た競馬場〈阪神競馬場:宝塀市) と い っ た 指定避難所で は な か っ た 施設 も 含

ま れ て いた‘ そ の よ う な 施設 の 中 で も 被災地の 櫨i日 ・復興そ し て被災者救援 の

た め の最 も 身近 な 窓口 と な る 役割を担 う る .

1 . 欝斎概要
今後 の 災害時 に お け る 芭役所 の設割 と は ど う い う も の か， そ し て そ の よ う な

役割を担 う た め の思役所の 建築計画の あ ち 方 を槍討す る た め， 区役所の避難 ・

救援拠点 と し て の空間利用 の時間経過に と も な う 変化 の実態につ い て調資*分

析を行 う も の で お る 曹

な お . 諜査対象施設は神戸市全 s 区 (車載区 ・灘区・ ー兵庫区・長田区‘酒
構区 ・垂水医・問医.. Jヒ足) の すべて のE主役所 と す る ‘ 調査方法 はヒアワ ン

と す る ー ま た， ヒ ア リ ン グ対象者 は各区役所め災害対策本部職員， ポ ラ ン チ ィ

ア 本部担当者で あ る .

表ι 7 お よび関 4. 29 に そ れぞ れ各区役所の概要 と 分布そ示す. 各区役所 は

本来機能以外 に採鍵所や 福祉事務所な ど荷らか の機能が併設 さ れ て い る . 福祉

保健所 は企毘役所中， 兵庫区役所を除 く 8毘役所 に併設

さ れ て お り ， 東護区投所 ・灘区役所 ・ 活躍毘役所において は消訪署 も 併設さ れ

て い る . ま た公会堂を併設 し て い る の は兵藤足役所 ・ 須磨区役所 ・

あ り ， そ の ほ か国書館や交適時が併設 さ れ て い る と こ ろ も あ る .

表4.7 調査対象施設の慨繋

完成年 構造 階数 併設

東灘区役所 1 967 RC趨 地上3 階地下 1 階 侮健所・7荷崩署・描祉事務所

離区役所 1958 RC議 地上4 階地下 1 欝 保鍵所・消訪響・福祉事務所

中央侠役所 1980 SRC造 壇上e帯地下 2陸 -交適時・福祉事務所
兵揮区 役所 1 972 RC造 地上1賠地下 1階 謂防署・公金堂・福祉事務所
長田区役所 1993 SRC造 地上 7階地下Z 階 保鍵所 ・福祉事務者

第4章 避難所の使われ万

項磨氏役所 1965 RC造 地上3階 保健所・消防署・桔祉事務所・公会堂
垂水じま役所 1号91 SRC造 地上13 階地下 2階 保健所婦問害賠・福祉事務所

西区役所 1982 設C造 地上 4 措地下 l 階 保健所・公会堂*福祉事務所

北区役所 1973 EミC造 壇上5幣 保健所・指祉事務所
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西K

箆神曙護

国4.29 神戸市害区役所の位置

2. 各区役所の使われ方の紐時変化

( 1 ) 東灘区枇所(国4.30)

東護区役所の地震に よ る 被害 は，

でお っ

北区

JR繍

o 2主m
'-ー開閉開閉J

-印は名区役所の泣穏を示す.

- 外壁 な

東灘区は神戸市企区の なかで死者 および避難所就護者数が と もに最 も 多 い 区

で， 麗災初期 の 区役所内 は遺体安置場所にも使 わ れ る ほ どであった， ま た， 2丹

で は避難所として も植わ れ た .

地震発生以降 1 週間程境ま でに投議 さ れ た避難 ・ 救援拠点 と しての機能 は，

避難所 ・ 遺{本安置所 ・ 教護所 ・ ボう ン テ ィア仮眠室 ・ ボ ラ ン ティア本部(層

4.31) ・ 災害対策本部 ・ 自律隊本部 ・ 警察本部 ・ 自治労本部で あ っ た . 避難所 の

スペースに は玄関ホール・階段霊・摺段隣与場 が， 災害対策本部お よ び自商

関・警察本部 はそれぞれ3階の 総務課 ・ 副区長室を， 議持安置所お よ び救護所

は l摺の保礎所 のスペースが使わ れ た . ま た， ポう ン ティア援眠窓には 2

待合 い スペースと3階の会議室 が当て ら れた .

その 後避 難者 はι5年前に隣接して建て ら れ た分庁舎の方に移動した(19号5

年9丹上旬まで分庁舎内で避難生活を送っていたλま た2丹下旬に遺体安置所・救

・ボラ ンティア仮寵室・自衛隊本部 がそれぞれ轍取し， その スベースで は

本来信業務が再開 さ れ た . 3月2日時点で は災害対策本部・

本部および ボ ラ ン ティア本部が事組して い る . こ の申でボう ンティア本部だ け

が2丹25日ま で使用して い た 場所。措の消前署事務室)か ら ， 2月26日以降l

階の 保舘所持合 い 路下奥に移動して い る . これ拭当区で は ま ず罷雛，救援物資，

そしてー態む舶にボラ ン チ ィナ活動が日わ れ て い った と い う こ とで， 医躍が ボ

ラ ンティ ア 活動の主と江って い た関孫か ら ， その 活動拠点である 掠鍵所の エリ

ア内に移動した とむこ と で あ っ た.



国j葺2号

2階半面国0/850)

l階、ド掛間0/850)

避難者{震災担降- 2/25) 

第4章 避難所の使われ五
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3際平面図(1/針。〉

図ι30 東縄区役所の檀われ方

間4.31

東灘区のボランティア本部の様子(1995年3月3日)
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寸

給水につ い ては地溝発生誼後から1月27日ま で近隣の住吉川 の水そバケツ

で汲み上げて使 っ てお り ， その後， 水道が櫨!日する 2月16日ま で は摘防の ポ ン

3階エレベーターホーノレに本を貯め てお き ， 必要に応じて摂所 ・ 洗面な

どに捷用した . また， 便所の 汚物は手で く み出して処理 し た .

(2)離区役所(国4.32)

灘区役所 の地震によ る 被害は， 柱a内壁ー外壁 な l階福祉

事務所部分が担用不可能， 空調設舗 な ど の 損傷で あった，

1週間は ど避難した

2 J:J 24 EHこ通常業務の 再開にと も な い ，区役所に腔難 し ていた人びと

Jレ ・ i轄陛容 ・ 階段輔 り

ENT 

公i寸灘アパート

i階平盛岡(1/1550)

遺体安議所(震災以枠…1/26)

2階平ω面開( l/fì50) 

図4.32 灘採役所の能われ方
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告掲隊本部(l /27 - 4/30) 

議難者(襲災以降1/26)

3階平両国(1/850)



避難場所 と して能用さ れてお ら ず， 救護所や遺体安嵩所の設置 も な か っ た.

給水 に つ いて は地麗発生誼後か ら 2 月 16日 の水道復旧 ま で近l礎 的都賀川の

水 を汲み上げて用 い た が， 1獲高の汚物 は手でくみ出 し た.

(3 )中央区役所〈図 4.33)

中央区役所の 地震 によ る 被害 は， 内埜 ・ 外壁などへ の亀裂多数， エ レ ベ

タ ー 3台復用不可能， 給排水i設備の大視模損傷， 空調設備 な ど り損揚で あった.

ピー ク 時で あるl月初日前後 の避難者数 は 約 40 っ た. 地麗発生か告

ENT 

i階平両様(1/850)

i鹿難者(震災f1持一1/31)

2龍平面剖(1 /850) 4階平融j掴(1/850)

災害対策本部(2/1-2/ 8措平面開(1/850)

7最寄平樹阿(1/850)
関4.33 中央区役所の懐われ方

第4章 避難所の使われ万
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第I 部 避難所の実態

避難者(震災以降4/30)

さ言上

原上階平面開(I/850)

ジレ
闘
がm

 

防

・25
山内

3靖司王耐岡(1/850)

2階平面図(1/850)

1&14.34 兵庫沢役所の{吏われ方

国4.35 避難所となったヱレベーターホールの様子
(兵庫阻投語1T， 1995年3丹2 R) 
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1 J欝乎画国(1/850)

4階平面図(1/850)

地需平福岡(1/850)



第41安 避難醍の使われ五円

z週間 の 関に避難 ・ 救撞拠点の 機能 と して避難所 ・ ボ ランティア 本書ß • 

策本部・ 自 衛稼本部がそれぞれ設置 さ れ た . 自衛隊本部 は 2

れ 3 月 2日時点まで同窓で存続してい る . 避難所 に は 2

ス ペ ー ス が寵わ れ， 近隣の強民で あ る 被災者が地麗発生以陣 2週間 に

わ た り 避難 し てい た が， その後鱗揮す る 勤労会詑 に移動 し た. 災害対革本部 は

当初 1 階 の 福祉事務 所 の …部 に 設置 さ れ た が， 区役所機能 の正常化に と も な

い 2丹 1 百か ち 2 月 間住 ま で 4 そ し て 2月 1 1 日か ら 3丹2

日 で 4

音ß は 当初 4

し た .

と い う よ う に順次移動 し ていった. ボ ラ ン テ ィ ア 本

さ れ てい た が， 2 月 11 8以韓 は 71轄の資料室 ・

中央区役所の廷ベ床面積 は 1 3 ，304 m2あ ぢ， 調査対象毘役所中最 も 広し\ 災

害対策本部やボ ランティア本部のスペースはほ か の 区役所で の も の と 比べ て ゆ

と り が あ ち 8 階 に はほ か の 民役所で は箆られ な か っ た ポ ラ ンテ ィ

も 設 け ら れ てい る .

給水ιつ い て は本通が復旧す る 2 月 l日まで井戸水を汲み上坑 バケツ

役所各所に 選ん で留っていた

( 4 )兵第区投所〈間4.34)

よ る 被害 は， 内壁・外壁な どへ の穐裂で あ っ た

こ こ は ピ ー ク 時の避難者数が約300 人に速 し た 調査対象区役所 の中で

も 長期 に わ た り 避難者が存在した 区役所 で あ り ， 災害救助法の 適 用 が終了 し た

1 99 5 年 8 月 下旬まで 避難所が設置 さ れ た. 3月 2日時点で は そ の ほ か の 避難 ・

栓撞拠点 の機能 と して， 災害対策本部 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 本部が設置 さ れ た . 避難

所 と し て ， 2 ・ 3 ・ 4 階 のエ レ ベー タ ー ホ ー ル〈間4.3む と そ こ 記隣接す る 階段 の

各常踊今場〈盟4.36) ， そ し て こ の 区役所の地下階 と つ な がってい る

の地下道がそ れ ぞれ僅わ れ た (関4.37). 3 丹 の調査時点で は， 1 贈り 階設踊 り 場

iこ は ホ ー ム こ た つ が ， エ レ ベ … タ ー ホ ー ル に iま き れい

鴎4.36 避難所となった階段の語り場

(兵庫区役所， 1995 年3丹2日)

国ι37 避難所となった地下道

〈兵藤区役所， 1995 年3月 3日)
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い九 地下道ではベニヤ躍較を 間仕切りに用いて， 6畳程震の志さの部盟を10

ほどつくっていた. ボうンティア本部は1 階ガレージ部分奇ベニヤi手軽で囲

み 事務スペ ー ス告確保し て い た. また， 災害対策本部は特別にそのためのス

ペースを確保しているのではなく， 各課が状況に応じて対応、をするとい う かた

ちを と った.

給水に つ いて比水道が複!日する2月1 I::!まで給水車のものを利用したが，

便所の汚物は手でくみ告して処理した

避難者{震災以捧 的

鵬 濁 量

• • •  

市民課

5轄平面閑0/850)

民間消防線

幽 情 園圃
福祉事務所

輔 耐 園

• • •  

2階平副凶(1/850)

新i糞)11

1欝平露関(J/務50)

3階平副図(1/告50)

図4.38 長同区役析の{をわれ方

f反語子主民鵠詑(4/19-]]/6)

6階平尚昆/(1/事50)

活難者(蹴災以降2/6)

7諮平語問。/850)



第4主主 選難所の畏われ15

(5)長田区役所(図4.38)

こ こは 1993年に峻工した 調査対象施設中最 も 新しい 区設所である.

よ る 被害比内壁*外壁 な どへの亀裂多数， 窓ガラス被損， 1!9側人口鶴段揖壊，

庁舎内措段部分 な ど の大規模 な 損畿で あったー

ピーク時の避難者数は約 1 ，000人と， 神戸前全IZ:役所の中で最 も 多かった

ち 2 丹8目的問iこ避難所 ・ 災害対東本部 ・ ポ ラ ン チ ィア本部が設置

さ れ た. との思役所泣調査対象施設中， 最も多 く の被災者が避難生活を送 っ て

避難者(震災以降

i
 
i

 
'jp

 

下中島長冨

11襲平面開(1/850)

2階平面図(1/850)

避難者(躍災以降-2/約
ボランティア本部付/1-96/3/31)

ボランティア本部(1/22-3/31)

3階平面闘(1/850) 隠4.39 須磨医役所の使われ方
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避難者(震災以降5/15)

災害対策本音\)
(震災以降一5/31)

図4.40 垂水医役所の使われ方 3階、ド面凶(1/850)

b 4階平面岡(1/850)

11噛半面図(1/850)
図4.41 西区役所の使われH
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い た 院役所である . 当初は 1 I響 ・ 4 階 の 区役所事務室待合 い 丸 ベース ， 2措玄間

ら 廊下 ・ 会議室 ・ 相談室 ・ 福 祉事務所持合 い スペ ー ス . 7 階 の

ギ ャ ラ リ ー ・ 会議窓に約 1 ，000入 の 被災者が避難し， 定の踏み場 も な い 状況で

あった . その議2月8日に道路 告i活て て 向かいに建つ

した . 災害対筆本部は3階の 総務課 ・ 医長溜 ・ 副豆長輩 も ボ ラ ン チ ィ ア本

部は総務課内 の一角 をそれぞ れ使 い， 3月 日 日時点、にお い て も 同 じ場所で存続

して い たー また 4 月 1 9 日か ち， 層属櫨した 酉市民病院の 寂 り 壊しに と も な い探

健所で但酉市民病院 と して訟事が開拾 お れ， 1 1 月8 日 ま で議続 さ れた

給水につ い ては， 水道が譲!日す る ま で 詰給水車に頼って い た.

( 6 ) 震轄区役所(悶 ふ39)

濯磨区役所 の 地震に よ る 被害 tt ， 内 壁 ・ タト控な どへの穐裂， 窓ガ ラ ス 破損，

排水設舗 な ど の描議であった.

ピーク時の避難者数は約 詩 人 埼震発生か ら l片 山 自 ま で に避難所 ・

所 ・ 災諮対策本部が設置 さ れ た 玄関ホ ー ノレ や 区役所お よ び2階の保健所のそ

れぞれの 持合 い ス ペ ー ス 3階の公会堂が灘難所 と な っ た 教議所は l階の 市

さ れ24 時 間体制 をと っ て い た ほか， 保罷所 の 各室 も

使 わ れ た ‘ 災害対鑑本部は3携の 総務課内の一角に設置 さ れ た . その後 1 月

21 日には 1 階の 教護所が閉鎖 さ れ， 保健所内 の みが 引 き 続 き 救護所 の機能を纏

読し九 1 月22 1::1 に は災害 対策本部 が3轄 の 区長室に移 る とと も に， ボ ラ ン

チ ィ ア本部が副監長室 iこ薪たに設置 さ れ た. 避難所 誌区役所機能の 正常化に と

も な い， 2 Jj 5日にはす べて の 諜難者が 廷かの避難所に移動し捷止 さ れ た .

給水につ い て泣， 震災当初 詰療所沼 の 水 と して近 く の J 1 1 の水 を バ ケ ツ で汲み

利舟した .

( 7 ) 主義水区設前 (陸 4 . 40)

日ま では 1

は 1991 年 iこ JR 垂水駅再開発事業として 建設 さ れ た レ パ ン テ 量

れ て い る . 地震に よ る 被害は， 天井援 の落下な どであった，

よ る 死者が 8 名と神戸市内で も 被害 の少な い 区であっ た が ， こ

は ピーク時で 250名 も の被災者が避難 し て き た . 避難所に は 1 月21

ーノレ， エ レ ベ ー タ ーホーjレが使わ れ た . ま

災害対東本部 が3 さ れ た . その 後 1 丹22日には避難所は 1

さ れ る が(避難者 誌 65 名入 5 月 下旬 ま せ存続す 瓦

給水につ い ては，

用した.

( 8 ) 西芸役所 (国 4 . 41)

1 月 初 日に窪 田した が， それ ま で 辻給水車の水を利

こ こは調査対象強設中で唯一避難所 と な ら なか っ た 区役所であ る . 地震に よ

る 被害は， 内壁 な ど へ の 亀裂， 高架水槽 の水漏れ江 どであった.

第 4 章 避難所の寵わ れ方
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第 I 部 避難所の実態

特別事務室 付/22 ・ 8/3 1 )

5 摺平両国 ( 1 /850)

イム
一一一一一一一一一 叩一一一一神戸電鉄有馬銀

1 襲 、i主婦関 ( 1/850)

爵 4 .42 Jt[ま役所の偲われ方

表 4 .8 I夫役所各空間の麗災時に お け る 徳われ方

救物 援資 特事務別室数議所 糞 調 磨 署 本
合 庫 霊設所 区投ffi 註投語

O O O O 
EV * ー ル \ 0  O O 
繋畏語 り 場 O O O 
会議室 O O O C 。 。 。 C O O O 
き襲務窓待合 O O O 
市民潤 O O O 
総務課 。 {。 O O C 
福祉事務民 O 。
パ��ぶi丞 O O 。 。
o l::"日 O 
区長ギ ャ ラ リ ー O 
IX長案 O O O 
副区長室 O O C 。 O O 
保健所 O 0 1 0  O 
保健所持合 C O 
ガ レ ー ジ O O 
集会堂 O 
j書島署事務室 。
護員農業室
麗下 O O 

1 36 



擁設の引用状況でほかの区投所との大 き な違いは， 抱設が救援物資の中継地

として有用 さ れた こ とで為り， 震災当 初 より設置 さ れた機能は， 教援物資倉庫

と災害対業本部で あ った. この区役所 には比較的広い来庁者用 心駐車場を も

ち， 救 援物資 を連擁する多 く のト ラ ッ クが道路損雑 を 理 由 に 物資を棒ろ し て

いった. それ ら の物資の倉庫として1 階の廊下. 4階の会議室および公会堂が 1

月21 日 ま で使用 さ れた 2月 1 日以障は 4 階の会議室のみが救援物資倉庫と し

て提用 さ れ， 公会堂は， り災証明などの受付事務輩と し て能われた.

( 9 ) 北区役所(図 4 . 42)

北原役所の地謹lこよる被害比 窓 ガ ラ ス 敏損などで あ っ た

北区も垂水区同様， 震災では死者 S 名と被害は大 き く なか っ たが， こ の区役

所 には ピ ーク時で 7 0余名の被災者が避難して き た. 震災当初 より2月28 日 ま

では避難所 ・ 救握物資倉庫 ・ 災害対策本部が. 2 階の大会議室 ・ 小会議室， 5 階

の総務課お よ び民長室 にそれぞれ設置 さ れていた . その後3丹 l 日には救援物

資倉障は廃止 さ れたが， 避難所は 5 月中部 ま で存続した.

以上のよ う に地震発生後の各区役所は， 区 に よりその内容 泣多少異なる も の

の， さ ま ざ ま な緊急的な慣われ万がな さ れた. 品区役所 iこ付加 さ れた機能およ

び そ の機能 ぷ使われた空間 に ついて整理したものが表 4 ι で あ る.

こ れ を見ると大半の区役所は避難所と し て機能したこと， ま

やボ ラ ン チ ィア ・ 自 衛隊など さ ま ざ ま な組織の本部機能のほか， 数議所や救援

としても機能 し た灰役所も多い こ とがわかる. 次iこそれらの機能 に使

われた空間の額 向 を 見ると， 避難所は玄関 ホ ールや エ レ ベ ー タ ーホ ーJv， 待合

い ス ベ ー スなどの来庁者の濡 ま りの ス ペー ス ， そ のほか に

拡 訳 役所の本来業務 に 僅われない ス ペー ス が使用 さ れ た ま たボ ラ ン

ティア本部や救援物資意庫も避難所と問横の傾向が見られ る . 一方， 災害対軍

本部は区役所で常時本来業務が行われる執務 ス ペー ス が当てられる. また， 救

護室は区役所 に併設 さ れている保健所が舘われている.

3 . 避難者の 占有面積

神戸 市内の区役所の多 く は{哉の避難所と同様 に数多 く り被究者が

避難 し て き たため讐 報疫 に過密な状討とな っ た. 表 ι 9 は 区役所内で避難所 に

使われた部分および避難者数が ピークとなった時点、の避難者1 人当たりの

したもりである， こ こ で 占有面積と は， 室面器そその場所 に避難して

いた人数で除 し たものであり， 避難者的荷物や部麗の什器， ま た通路部分

んだもりとな っ ている. 兵庫話役所や垂水区役所では 1 人 1 畳以下で あり横に

な っ て寝るど こ ろか足の踏み場もなかった も のと考えられる. 最も広い中央区

第4章 避難所的便わ れ方
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表4.9 瀧難者 1 人 当 た り の 占有同誌

I 1 人当た り の避難 占有田着
避難 に笹わ れ た部分 i 盈路含む)

中央区役所

I
� 階間待合 … 3 . 65 m2 (2 . 2 畳〉

兵庫区役所 地下構~謹上階 1 . 0  m2 (0 . 6 畳〉

EV ホ ー ル
措段購 り 場

長田宮役所 i 区役所 ・ 福祉事務所 1 .  9 m2 (1 . 1 骨〉

待合 ス ペ ー ス 及 び金議室、

思民ギャラリ ー
須磨区役話 [ 2 欝誼役所待合 ス ペ ー ス 2 . 8  m2 ( 1 . 7 長〉

1 . 57 m2 (0 . 9 晋〉
2 . 42 m2 ( 1 ι 畳〉

し て避難者数デー タ 無 し
げ る 避難者無 し

1 . 65 m2 と する

役所で も 1 人 2 . 2 畳 で あ り ， 荷物や通路 な ど の ス ペ ー ス を考慮す る と 十分 と は

い え な い 広 さ で あ る .

* * * 

ヒ ア リ ン グ謂査 に 献身的 に ご協力下 さ っ た 各区役所担当者の五が た に心 よ ち

感謝い た し ま す.

80 

6 0  

40 

2 0  

余暇・ ス ポ ー ツ 施設

0 

〈阪 出弘一， 八木麗犬)

…4一 保育所 (去 カ:)
一一ー 小学校 (公立〉ー+ー 中学校 (会立)

高等学校 (法 的

行政接続
…0・・ 描社施設
一+ー 集会施設
ー+一 文化施設
一ゆ… 余蝦.スポ叫叩一 去関
…合一 空地一+一教務議設 〈民間)
ー十一 宗教施設
_....x… 集合住密集会所

2/23 3/23 4/20 5/25 6/22 7/20 月 / Fl

関 4.43 神戸 rtf各種避難所の就寝者数の経時変化

特輯避難所 の 日95 年 2 丹 訪 日 に お け る l 議設 当 た り 心
就謀者数を 100 と し た と き の就寝者数 の紫北を示 し た



4 . 4  公開 に お け る チ ン ト 村の 実態

臨神 ・ 淡路大震災で は， さ ま ざ、 ま な 施設や オ ー プンスペ ー スが避難所 と して

使 わ れ fに その中で 札 公園や学校 の校庭な ど， あ る 程度 ま と ま っ た)よ さ があ

る オ ー プンスベ … スで は， í員投む建物群で構成 さ れ た特徴的 な 避難所 と して い

わ ゆ る テ ン ト 村が形成 さ れ て い っ た. 学校施設や集会施設 な ど ほ か の 埼域施設

で 誌， 本来の 機能を再開 さ せ る 必要 も あ り ， 199 5 年 8 月 20日の災害救蹄法適

用終了 前後ま でにその大半が避難艇と し て の機能を廃止した. しかし， 公開に

G2 年を経た 199 7年 3 月 して い る テ ン ト 村 が後数存在

して い る . 関 4 . 43 は 199 5 した避難所につ い

を 100とした と き の就寝者数の変化を示した

も ， 抱の 避難所に比べ合言語 の 就護者数の減 り 方 は か む

て 1避難所当た ち

も のであ る . こ

り 遅 い こ と が わかる .

本語で は， テ ン ト 村の空間構成立〉実態を中心に調査・分析を行い ， 今後起 こ

与碍 る 災害に構 え ， 避難所利用を想定した オ ー ブ ン スペ ー ス は ど う あ る べ き か

に つ い て考え る .

1 . 調査の方法 と 対象

よ る 実態調官， 避難者 ・ ポ ラ ン チ ィアへの と ア リ ン グ

よ び文様調査か ら な る ， 現地踏査時期 は被災後の時間経過にとも な う テ

ン ト 村 ぬ変容を捉え る た め， 199 5  10-11 月と 199 6 年 9 丹 の2 時点、で問機の

っ た 調査対象 は 甑神・ よ り 大 き な 被害 にあ っ た神戸市

難 民 お よ び長 田 区で 彰成 さ れ た テ ン ト 村 山 か 所で あ る . 各 テ ン ト 村 の調査時

期と各 テ ン ト 村む分布 は表 4 .10. 間 4 . 44 のとお り で あ る .

2 . 飯神 · ì.爽路大震災 !こ お せ る テ ン ト 村の撞要

とした テ ン ト 村の中か ら ， 岩盟公国， 南駒栄公嵩!そ除 く 8 事前 に つ

い て， 1995 年 10-11 月 時点に お け る 状況 は以下のとお り で 島 る .

( 1 ) 寿 公 園

こ の公園 詰調査対象とした テ ン ト 村 合 中で は最も仮設語物の数が告 な く ， 薦

2 棟と職員室が 1;総 8 

建 っ ち ， 避難生活を送って い る 世菩 の 住居 は 3

テ ン ト 笹原 い たも の で あ る .

4 棟

どれも運動会用

第 4 章 避難所の穫わ れ万

* 4  

神戸市民生局的公式発表
タ に よ る .
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第 1 部 避難所の築鯨

1 40 

最 4 . 10 各 テ ン ト 村合調査時期

公園名

神田公欄

都賀J I I 公開 (JR 線以需〉

都賀川会菌 〈緩急線""'JR 鶴間)

求女環商会罷
高灘公爵

石蕗J l I公海i

書公盟

大和公園

岩屋公園

南駒栄公富

高駒栄公開山一
_ d 岩盟公閣

〉町内 求女域間公翠
もどヨ〈 西議室会麗

現在地 調班時期
離区 I 1 995/ 1 1 /2， 1 996/9/1 6  

盟組 I 1 995/ 10/10， 1 996/9/設

灘区 I 1 995/ 1 1 / 1 � 1 996/9/ 1 5  

離区 I 1合95/10/3， 1 996/9/9

灘豆 I 1 鈴5/ 1 0/3， 1996/吉川

議!R I 1 995/ 1 1/ 10， 1 996/9/ 1 6  

灘認 I 1 995/ 1 1/3， 1 996/9/ 16  

灘誌 1 995/1 1 /3， 1 996/9/1 6  

難区 I 1 995/ 1 0/ 10， 1 996/9/16  

長田区 [ 1 995/ 1 1/21 ， 1 996/9/20 

寿去嵐

2 k m L一一一一回J
題 4 . 44 調事長対象テ ン ト 村の位置

(2 ) 求女主主酉公開
この公閣は古瞳状の形を して おり， 敷謹む{足くなってい る 四周 に は樹本が生

い茂ってい る . 震災当相� ，立公固め北向かい に立地す る 灘南部 自 治会舘 と 連携 し

て避難所運営 骨作っておち， 公圏中央の広場部分に も多数テ ン ト が張 られてい

た. 1 0 月 時点で その樹木の間 に小躍 を つ く っ た 与 テント

ってい る . 小躍は木造の骨組み に ブ ル ー シ … ト で室根を かけたもの

が多く， ボ ラ ン ティアの協力 により

は 〉 酉重量公 盟 (図 4 砧)
らつくったものであ る .

東開 に細長L る . 東誌 に 辻神戸市立岡部地域福祉 セ ン タ ー て

い る . この公園では， 建設用 コ ン テ ナ を用いた仮投建物が多く， 東鶴 に と くに

集中しでつく ら れてい る . コ ン テ ナ は単独で‘便われてい る こ と は少な し 木造

の小屋 を 増議したり参 庇として ブ ル ー シ ー ト を 出入口の前 に 張って用いたりし

てい る .



( 4 ) 石員} I I公開(図 4 . 46)

、 の i署北 lこ縦長 い 公盟で あ る . こ こ に は ボ ラ ン テ ィ ア 組識で あ

り ， 同道 2 号綿か ち 北側 100 m tま ど ま で 安使 っ て ボ ラ ン

チ ィ ア が寝相 ま り す る た め の テ ン ト や木造の プ レ ハ ブ， 炊事場や集金所な ど の

く っ て い る ー 避難者 の 住居 は， 市瓢 の

テ ン ト を 用 い た り ， 公闘の樹木に ロ … ブを張 り 渡 し

プ jレ ー シ ー ト を か け た仮設建物 が多 く を 占 め て い

fこ.

国 4 .45 ïJLi謹公園 (1995 年 10 月 3 日 〉

専用
臼 共用
r 

1_ J 

公園 に お け る テ ン ト 村むす*間図

(国 4 . 45， 4 . 46， 4 ι7， 4 . 48， 

4 . 持参 4 . 50， 4 . 59， 4 . 60) 治共通

の凡f9jJ香

第 4 章 避難所の使われ方

関 ι46 石屋 川公園 (1995 年 1 1 月 10 司 )
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第 E 諒 避難所の実態

国 4 . 47 都賀川公園 (阪急報-JR 紘
1995 年 1 1 月 四 日 )
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( 5 ) 都賀J I I公国 (阪急づ設 閤) (図 4 . 47)

こ こ に は テ ン ト は少 な く ， 木造小躍 も し く は吟閣の東麗やパ ー ゴ う ，

骨組 み に 利用 し て ブ jレ ー シ ー ト で覆 っ た も む が 多 い. 後述す る 都賀J 1 1 公 園 の

JR 以講 の よ う な盤投自舗 は な く ， 大半が住居で あ り ， そ の ほ か に仮設便所や手

洗い 場， 洗擦場， 鼠呂場な ど の共用施設 ・ 設備 が， ま た猫や犬の た め の小患な

ど も つ く ち れ て い る .

( 6 ) 都賀川公開 (J設 以甫) (図 ι 48)

こ の 公園 は， 都質問 沿 い に 南北 に続長 く 広 が っ て お り ， JR で分軒 さ れ て い

る . 阪神大石駅 は公閣を鵠 ぐ高架駅 と な っ て お り ， 駅前 に み

ど が援投信舗を公園内

し て い る . そ れ以外 は， 住居お よ び詔入用 の倉庫:が長設建物 の 大半を 占 め ，

そ の ほ か に 洗摺場や仮設便所な ど の共用設備が点在 し て い る .

( 7 ) 稗 田公隠 CI荒1 4 . 49)

北傑 に稗田小学校， 西側 ι稗田幼誰掴が隣接 し て い る . こ こ は調査対象の 中

で も と く に 仮設建物が高密度 に建 っ て い る テ ン ト 村で お る . í長設物 と し て は，

公間的南西部 に 建設現場で舟 い 色 れ る 建設用 コ ン テ ナ を患 い た も の が多 く 見 ち

れ， 残 り は ほ と ん ど が木造で骨組 み を つ く ち ブ ル ー シ ー ト で 覆 っ た も の で あ

る ， 共用施設 ・ 設描 と し て， 風 呂場や洗穣場， 読 し 会 が木造の/ト犀で，

が テ ン ト で つ く ら れて い る . ま た ， 公罷 の ジ ャ ン グ ル ジ ム な ど の遊具 に仮設の

街灯が設置 さ れて い る .

図4.49 持 田 公 劉 (1995 年 1 1 月 吉 日 )

( 8 ) 大和公鴎 〈図 4 . 50)

道路 を挟ん だ階北 の 2 街区 に わ た 南側部升で は被災者が テ ン ト な

ど で避難生活を お く っ て い て， 北側部分 に あ る グ ラ ウ ン ド に 誌応急仮設住宅が

れ て い る . そ の グ ラ ウ ン ド の局 り に は， こ れ ま で ボ ラ ン テ ィ ア が宿泊 し

て い た が調査時点で は も う 撤退 し て い て， テ ン ト が機数張 ら れ て た ま ま 桟 さ れ

て い た. こ の テ ン ト 村で は テ ン ト が多 〈 利期 さ れ て い て ， 市販 テ ン ト を そ の ま

ま 使 っ て い る ほ か， 大 き な 自構鍬用 テ ン ト や ブ jレ ー シ ー ト を ま ず張 り ， そ の 中

iこ市販 テ ン ト を張 っ て い る も の も あ る 金

第 4 章 避難掃の使われ方
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第 I 部 避難所の実態

山--凶幽
山

や

0 5Om 

国 4 . 50 大和公閑 (1995 年 11 月 3 円 )

( a ) 外観

(都賀川公闘， 阪念、綿一JR 綿間，

1995 年 1 1 月 19 日 )

図 4 . 52 テ ン ト ・ ブ ルー シー ト を 用 い た{主居

(大和公園， 1995 年 1 1 月 3 日 )

1 44 

( b ) 内観

図 4 . 51 木造小屋

図 4 . 53 プ レ ハ ブを用い た住肘

(石屈川公園， 1995 年 1 1 月 10 日 )



第4 輩 避難所の使われ方

3 . テ ン ト 村に お け る 仮設建物のつ く ら れ方

テ ン ト 村 に つ く る れた避難者が利用 す る 仮設建物 は多樺であ り ， 市販 のテ ン

ト を そ の ま ま 使 っ た も の か ι 避難者 自 身や ボ ラ ン チ ィ ア な ど に よ り 建設 さ れ

た木造の 小屋 ま で さ ま ざ ま 右 犠類 に 及ん で い る . 調査で 辻主 と して甑設建物を

主 と して構成して い る 材料 と し て，

く り 木造小屋 (図 4 . 51)

〈 抗 〉 テ ン ト (図 4 . 52)

〈 鼠 ) ブル ーシー ト (関 4 . 52)

( iv ) プ レ ハ ブ (図 4. 53)

(v ) 謹設用・船舶用 コ ンテ ナ (国 ι 54)

(vi) 既喜の 構造物(公留のパー ブ ラ ・ 東崩 ・ 遊具な ど〉

の〈臨 4 . 55)

と して用 い た も

む よ う な 種穎が確認できた た だし実際の仮設建物 比 以上にあげた材料単独

で つ く ら れて い る も の以外 に ， 複数の 種類 を組み合わ せ て つ く ら れ て い る も の

も 多 い.

表4. 1 1 は ， 調査対議 と した テ ン ト 村 に建 て ち れ て い る 低投建物が ど の よ う

な 材料で構成 さ れて い る か を集計した も の で 島 る. テ ン ト 村の伎設建物 の種類

は， テ ン ト 村 ご と に 韻向 があ る も の め全体を 濯して み る と ， 主 と して木造小屋

と テ ン ト が多い. 木造小犀 は木材 と ブルーシー ト ， プ ラ ス チ ッ ク ま た は ト タ ン

披被告用 い て避難者や ボ ラ ン チ ィ ア ら に よ り 問 力 で謹設 さ れた も り であ る . 木

に木製 の板材で壁 と 床ヲ 屋根 を つ く ち ， 訪本・肪胤の た

を ブル ー シー ト や波板で被 っ た講成の も の が大手を 占 め る . テ ン ト は既製品 を

そ の ま ま 設置した も の や ブ ル ー シー ト で さ ら に覆 っ た も の であ っ た.

そ の ほ か警 本選小崖 と コ ンテ ナ を組み合わ せ た も の や コ ン テ ナ 安単独 で償 っ

て い る も の も 多 く 見 ら れた.

盟 4 . 54 建設用 コ ン テ ナ を 用 い た設謄
(岩理公園， 1995 年 10 月 10 日 〉

国 4. 55 公開りパー ゴ ラ を 用 い た住居

〈都翼JI I 合間， 阪急、韓-JR 縮問，
1995 年 1 1 月 9 Jj)  
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第 I 部 避難所の実態

表 4 . 1 1 依設鶏物の構成素材

葉材 調査対象 テ ン ト 村での事例数

木 シ ア ト
建設用

ア
運動会 ハプレ 紙 便訴 シャ 嵐呂 そ 不明 寿

公園

i 西箇
霊園 都賀j菌1 1  稗公園田 岩嬰園.L;、 都賀j公園1 1  公石屋1園I !  

大和公園
南駒栄公園

計
フ タ ン の

ト ス ン ト ユ ワ ユ 他
チ 披版 . テ フ * 1  ';; 

船舶用
ン ツ ノ 、 ツ

ク ト ト ウ ト

急阪 R J 披板 ス
コ 二五
ン 一一

以南ア ‘Y 

、RJ J ナ ト

O O 7 3 10  2 1  20 23 91 
2 O 5 7 8 2 4 16  2 1  s 70 
3 O 。 3 1 2 3 13  12  18  52  
4 O O 3 3 10  3 4 10  4 37 
5 O 3 7 5 3 2 自 s 35 

匂日

s 2 1 24 27 
7 む 。 。 2 l 2 19  25 
8 O O O 22 22 
9 O 4 3 3 3 7 21  
1 0  O O O 3 3 2 3 3 1 6  

1 1  3 8 2 14 
仮 12  O s 5 13  
三毘九又企 13  O 告 9 
建司 14  O O O 3 4 1 9 
物 1 5  2 2 3 s 
の

8 葉 1 6  1 5 
1 7  。 2 2 3 ? 材
18  {。 1 1 3 5 

構
19 O O O 3 1 4 成
20 O 1 1 3 事

伊j 2 1  O 3 3 
22 O 2 3 
23 O 2 2 
24 O O 。 O 2 
25 O O O {。 l 2 

26 1 2 
27 。 1 
28 O O 1 
29 O O 1 
30 O O O 1 

3 1  O 
32 O 2 3 2 8 

計 4 : 17 i 37 : 38 : 45 : 47 : 53 : 52 i 59 : 15 1  503 

* 1  パ ー ゴ ラ や ブ ラ ン コ な ど の公盟既存道具 ・ 休語、塩設や， ス チ ー lレパイ プ， 断熱材な ど.
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第 4 � 組難所の佳われ方

4 . テ ン ト 村の諸機能

( 1 ) 坂設建物の用途

機諮留か ら 見 る と ， テ ン ト 村 lこ っ く ら れ て い る 訳設建物 の 大学 は避難者用 の

よ ロ物量で あ る . そ め はか に， 仮設の 共用擁設 ・ 設備 と し て便所， 手法

い ・ 洗面所， 流 し 台， 炊事場， 洗謹場， シ ャ ワ … ハ ウ ス ・ 顧呂場， 救援物資倉

テ ン ト 村本部(図 4 . 56) が見 ら れ た 特抹な 施設 と し て， 故食時な ど

の諾舗が仮設濯物 を 設 け て営業安再開 し て い る も の 〈鴎 4 . 57)， ま た 日 本人日外

に ベ ト ナ ム 人避難者 も い る テ ン ト 村 で �i， ベ ト ナ ム 人 の た め の 住

4 ι8) な ど も つ く ら れて い る .

( a ) 仮設風 呂 cï菊A駒栄公園， 1995 年 1 1 月 21 日 〉 ( も ) 手洗 い ・ 洗出所〈甫!駒栄公園， 1995 年 1 1 月 21 日 )

- 洗濯場(稗田公龍 1995 年 1 1 月 2 日 ( d )

関 4 . 56 仮設の共用施設 ・ 設構

国 4 . 57 仮設応舗(都賀川公開， 1995 年 10 月 訪 日 〉 国 4 . 58 日 本語教室(南駒栄公園， 1995 年 1 1 � 21 EJ )
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第 I 芸名 避難民の実態

次に 避難者以外が夜用 す る 仮設建物 と し て応急仮設住宅， ボ ラ ン チ ィ ア 用 の

宿泊 ・ 集会の た め の施設 ・ 設備， 行政 の対策本部， ま た本報告の現地踏査で は

扱 っ て い な い が， 震災初期 に は救護所や物資配給所， そ の{自 に 詣衛隊駐屯地が

さ れ た と こ ろ も あ る .

日上 よ り ， 公開を 利 用 し でつ く ら れ た テ ン ト 村 は ， 純梓 に 避難者が使用 す る

;撞設 ・ 設備 だ す で構成 さ れ た避難所有用以外 に， テ ン ト 村 の避難者以外の被災

者 に対す る 救護や塙辺地境の彼!日 の た め の施設が設置 さ れ て い る 組合利用 の事

例 も 多数存在 し た こ と がわ か る .

( 2 ) 仮設建物の 設置額向

4 . 12 は 1 995 年調査時に お け る 各 テ ン ト 村 に 設置 さ れ た仮設の 共用施設 ・

設舗 の数を集計 し た も の で あ る . こ れ を 見 る と テ ン ト 村 の設設建物数(以下 「 テ

ン ト 村の規模J と す る ) が多 い ほ ど共用施設 ・ 設備 も 多 く な る 傾向 が あ る こ と が

わ か る . た だ い 縮長 い 形状を も っ西離公閑や都賀川公掴な ど で は， テ ン ト 村

の 嬬模 は小 さ く な い に も か か わ ら ず共 用 施設 ・ 投舗 が あ ま り つ く 告 れ て い な

い . こ れ は敷地が組長 い た め，

( i ) 比較的広範開 な 地場か ら 互 い に面識 の な い 避難者が集 ま り や す い こ と ，

〈 並 ) 避難者が集 ま っ て生活 し に く い こ と ，

主 ど か ち 共同体 と し て の 鑑識が芽生え に く い た め， と 考え ら れ る . ま た， 共用

・ 設備 は ま と ま っ た場所 に 鱗接 し て設 け ら れ る 場合が多 く ， た と え ば テ ン

ト 村の 規模が大 き い南駒栄公民話で は そ の ま と ま り は複数っ く ち れて い る ，

( 3 ) 共用 施設 ・ 設鵠

次iこ， 共用施設 ・ 設備を機能別 北 見て い く .

事長 4 . 12 各 テ ン ト 持の共用組設 ・ 設歯(1995 年調査時)

仮設建物 水道 ・ 要所 設課機 現日本2 炊事場 シ ャ ワ ー テ ン ト 村 集会話
総数 読 し台 ハ ウ ス 本部孝3

南駒栄公器 1 5 1  10 5 10 1 3 

大和公園 59 4 § 4 。 2 2 G 

都賀川公園 (JR鵜以i者〉 54 10 5 4 。 。 。 9 G 

石盤J I !公開 52 3 2 2 会 。

岩麗合属歌4
47 。 9 G G l 2 1 。

緯自公盟 45 4 5 5 。 。 。

都政1 1 1公開 (臨急槻 JR報開) 38 § 2 2 。 G Q G 

商議公園 37 6 3 。 合 G G G 。

求女塚回公開 1 7  。 。 Q s a 。 Q 。

寿公園 4 G 9 O 。 。 。 。 。

1

2

3

4

 

*

*

*

*

 

もの 安利活 し て い る と 思われ る .
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( i ) 捷所 : tま か の機能 に比べ必要性 も 高 く ユ ニ ッ ト

公 園 の形状 に か か わ ら ず， テ ン ト 村の規模が大 き い ほ

傾向 が 見 ら れ る .

も 容易 な た め，

も 多 く な る

( 註 ) 手洗 い ・ 洗面 ・ 流 し 台 : 揮所 と 同概 に， テ ン ト 村 の 規模 が大 き い ほ ど

く な る 額向 が見 ら れ る ー た だ し ， 都賀川公掴 テ ン ト 村 (夜神大石

駅瑚辺) で は ず ン ト 村の規模 に比べ設躍数 が 多 い が， こ れ は飲食応や飲み尾

な ど の 仮設日舗で利用 す る た め で あ ろ う .

く 誕 ) 挽濯場 : テ ン ト 村の 規模が比較的小 さ い求女塚西公癒 ・ 寿公園 ・ 酉難

公園以外 の テ ン ト 村で つ く ら れて い る が， 個人所有 し て い る 世帯 も 多 く ，

テ ン ト 村 の現模 と の相関 は あ ま り な い と 考 え ら れ る .

Civ ) シ ャ ワ ー ハ ウ ス ・ 底 日 : シ ャ ワ ー ハ ウ ス は テ ン ト 村の 規模が大 き い ほ

し て い る 傾向がみ ら れ る . Jffil 呂 は単独で、 は テ ン ト 村の視棋 と の相関

は あ ま り 見 ら れ な い が， 類桜 し た 機能で あ る シ ャ ワ ー ハ ウ ス と 併せ る と ，

テ ン ト 村 の 姐模が大 き い ほ ど設置数が多 く な る 傾向が見出せ る .

( v ) テ ン ト 村本部 : テ ン ト 村り 規模 が あ る 韓度大 き く な る と 設寵 さ れ る 傾

向 が見 ら れ る .

( vi ) 集会所 : テ ン ト 村 の規模 と は あ ま り 相関 は 見 ら れ な い. 稗田公開 ・ 南

l駒栄公揺 に つ く ら れてお り ， テ ン ト 村の現樺が大 き く ， か っ 避難所 の

と こ ろ に つ く 告 れや す い と 考え ち れ る .

5 . テ ン ト 村の経時変化
し ， 公掴 に テ ン ト 村 が影成 さ れ避難所 と し て機能 し は じ め て か

ら ， や がて結小 し て い く 椅子を擬え る た め ， 実態調査 と 文献調査 に よ り

っ た. 19日6 年 号 月 め 時点 に お け る 調査で は， 調車対象 テ ン

ト 村か ら き ， ほ と ん ど の 謹難者が退所 し て お り ， 公国本来の

っ た と こ ろ が多 い. 多 く の仮設建物 は撤去 さ れ， 一部が そ の ま ま 残 さ れ

朽 ち 果て て い る と い う よ う な 状況であ っ た . ζ こ で は ，

村 の 中 か 込 岩盟公開お よ び南鞠栄公聞 に つ い て報告す る .

と し た テ ン ト

( 1 ) 岩県公開 (図 4 . 59)

[1995 年 3 丹 16 日 ] 300 人 ら れ て い る 仮設建物 は 白梅睦 テ

ン ト 20 張 な ど の テ ン ト が 中心，

[1995 年 1 1 月 10 日〕 避難者 は約 40 人 グ ラ ウ ン ド

が建て ら れ て お り ， 思 り に は通路部分 に 木製の骨組み に プ ラ ス チ ッ ク 波板

を載せ た庇がか け ら れ た建設用 コ ン テ ナ が並ん で い る . テ ン ト は ほ と ん ど

使 わ れ な く な っ て い る . 公関東1N1J の 遊具 な どが 置 か れ て い る ス ベ … ス は公
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自重 !必急仮設性宅 T : W C 

白 木造小潟 W ; 水道
関 テ ン ト K : i走 し
翻 ブレファブ

R ' 冷f義康
C 物選

囲 4. 59 、，，ノ口MAHり円凡牢

ー・. 闘"“ -

国 4. 60 南駒栄公開 (1995 年 1 1 月 21 日〉

間 の 本来機能 に 戻 っ て い る .

[1996 年 9 丹 16 日 ] 建設用 コ ン テ ナ は大幅 に誠 り ， 新 た

/ \  

た建物 は プ レ

いセン タ ーめ み で あ る .

( 2 ) 南駒栄合簡 (鴎 4 . 60)

こ の テ ン ト 村の特種 試， 日 本人以外 に く り ベ ト ナ ム 人被災者が避難牛‘活 を

お く っ て い た こ と で あ る .

[地震発生当初] 公盟問儲 に珂遣の被災者が避難，

1 週間] 儲人 ボ ラ ン テ ィ ア か ち 1 50 揺の テ ン ト が脊鰐 さ れ， 行j攻

か ら テ ン ト 設常 的許可 を 獲得 し ， 野宿か ら テ ン ト 生活へ と 変わ っ て い く ，

[ 1995 年 2 月 末] 避難世時 91 世帯の 中 で ベ ト ナ ム 人世帯が 40 晋菩. 公園の

隣同部 に は 日 本人 世帯， �tか ら 北西部 に か け て は ベ ト ナ ム 人世需 と い う よ

う に 住み分け が行わ れ て い る .

[1995 年 3 月 ) ベ ト ナ ム 人翻か ら テ ン ト

[ 1995 年 5 月 〕 全腎需の 3 分の l が テ ン ト か

- 拡張が は じ ま る .

よ り く

り 移 り 住ん で い る . 4 月 にー震 は減 っ た ボ ラ ン テ ィ ア や支援物資が再び集

ま り ， í互設 の 集会所や風呂場 な ど の 共用施設 も つ く ら れ は じ め る .
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[ 1995 年 1 1 月 下旬] 避難世帯 は 百 本人 27-28 世帯， ベ ト ナ ム 人 1 8 官帯. 10

月 時点、 に あ っ た グ ラ ウ ン ド 北岳部 と フ ェ ン ス 外 の 小躍が解体 さ れて い る .

[1996 年 1 1 月 中母] 地下鉄工事 に と も な っ て 公園北間部 は仮囲 い さ れ， 立入

禁止に な っ た. IJ\盟 l主主手数近 く が撤去. 外か ら の 観察 だ け で は判断 し に く

い も の の ， 残 っ て い る 小屋 の 中 に も 住居や ボ ラ ン テ ィ ア 舟 住居， ま た共同

ど共用擁設 ま で， す で に笹わ れ な く な っ て い る と 思わ れ る も の も

多 い縛 新 た に 建 て ら れ た 小量が 10 数棟あ る が， そ む大半は物置 も し く は謹

難者が公圏内 で移動 し て建て替え た住居で あ る ，

( 3 ) チ ン ト 村の変遷

テ ン ト 村の 変遷 に つ い て は， お お よ そ 以下の よ う に 整理で き る .

( i ) 地震発生誼後， 公園や空地， 学校校庭な ど の オ ー ブ ン ス ペ ー ス に 被災者

が避難す る . 焚火で 壊 を と る 者， 毛高 に く る ま っ て い る 者， 市販の テ ン ト

ピ エ ー ル シ ー ト で被 っ た も の の 中 で過 ごす者， 自 家用車長持ち 込

ん で く る 者 な ど さ ま ざ ま で 品 る .

(ii) 数 日 経 っ た 頃 か ら 救捜物資 な ど が 届 く よ う に な り ， 自 得隊 や ボ ラ ン

テ ィ ア に よ ち 支給 さ れ た テ ン ト が設常 さ れ て い く . ま た 炊事場 ゃ をえ設梗

所， 竜町な ど が設置 さ れ， 避難所 と し て の形が整い は じ め る . ま た救護所

や行政の 災害対策本部な ど が設置 さ れ， 教援拠点の役割を巣?と す と こ ろ も

あ る .

(誕 〉 避難者 自 ち り手 に よ っ て， ま た は ポ う ン チ ィ ア の協力 に よ ち ，

賠施設が新 た に つ く ち れ た り 改造 さ れ た り し て， 避難所的生活場所 と し て

の 改善が関 ら れ て い く .

(iv)被災地の 櫨興が謹み テ ン ト 村の 避難者が誠少 し て い く に つ れ， 空 き

は じ め ， ま た ボ ラ ン チ ィ ア も 誠少 し て い き ， 共用施設 の維持管聞 は

少人数で は大変で あ る こ と か ら ， 佳わ れ な い よ う に 詰 っ て い く . ま た， 応

し て誼 わ れ る チ ン ト 村 も 多 く ， 徐 々 に テ ン ト 村 の

避難所機能 は縮小 し て い く .

* * * 

ご協力 い た だ い た テ ン ト 村 む 避難者や ボ ラ ン テ ィ ア の方 が た ， そ し て

テ ン ト 村 に泊 ま り 込み な が ち 詳細 な 実態調査 を 行 っ た 大阪大学学部生 の 成臆

し ま す 薮田弘一〉
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第 4 章の ま と め

は， 多数の地域施設が急 き ょ し て被災者救撞 の拠点 と

し て機能 し た . こ の よ う な 状担 拭 こ れ ま で予想 さ れ て い な か っ た こ と で あ り ，

そ れぞ れが応急的 に対応 し て い く し か な か っ た ， 避難君IT と し て の寵 わ れみ は，

ご と に異 な り ， そ し て 時々 刻 々 と 変容 し て い っ た 地域撞設が避難所 と し

て ど の よ う に使わ れ た り か， 明 ら か に な っ た こ と を以下 に ま と め る .

A . 灘区 ・ 東難民 に お け る 各種地域施設 の避難所 と し

1) 地謹発生当初， 地域抱設 に 拡多数 の被災者が避難 し ，

l 人 l 畳 を下回 る 避難所が 多 く 存在 し た.

2) 学校路設や集会施設， 公留 と 多数の施設が避難所 と し て使 わ れ た が， 学校

ど の オ ー プ ン ス ペ ー ス は車内空間 に比べ天候へ の対応に難があ

用 珪む制視が少 な く ， 炊 き 出 し ゃ物資 の保管，

機能 に誼わ れ た ま た， 学校運動場 は そ の砲 に捜業再開 の た め の 仮設校舎 の建

設用地 と し て も 笹 わ れ た.

3) 

的機能以外 に ，

学校施設な ど め大規模 な 避難所で は， 避難者の 生活 の た め

・ 物資配給 ・ 広報な ど さ ま ざ ま な機能を有 い 被災者救援

の 拠点 と し て の役割 を担 っ て い た が， 避難者の減少や周辺地域の複 !日， 議設 的

本来機能 の再開 に と も な い， 就寝， 喪所， 洗謹 恕 ど住居的 な 機能 に 戟東 し て

い っ た帯 一方， 地域福祉 セ ン タ ー な ど小規模 な避難所で、 は避難生活の た め に必

要 な 諸機能 を ほ か の砲設 と め連携 な ど に よ り 確保 し て い た 膨

4) 避難者 的立場か ら 見 た 避難所 の 問題 は多械で あ っ た. そ の 問題の多 く は，

ラ イ フ ラ イ ン や交通艇 の す断 な

号 避難所 に な っ た施設や 才 一 プ ン ス ペ ー ス の居住空間 と し

本来機能の再開，

iこ と も な う も の で あ っ た.

5) 避韓所 と な っ り ， そ の敷地や鶴築， 設輔 の環境，

ま た機能が そ れ ぞれ異な る た め ， 施設理類 ご と に避難生活を送 る う え で の利点

も そ れぞれ異な っ て い る .

B . 長 同 区 に お け る 小学校 訂避難所 と し て め使 わ れ方 の実態

1) 調査対車避難所で あ る 小学校の運動場や 隣接す る 公園で は，

〈じ 教護物資 の保管 e 配事 の た め の テ ン ト や ， 仮設便所 ・ 仮設風 呂 な ど の

さ れ る ，



救援物資 な ど の配給を う け る た め に 集 ま る 被災者の待合 い空間 と な る ，

@ 合併授業が行 わ れ る 他の 小学桂へ集団登校す る た め の， 生徒た ち

ペ ー ス に 用 い ら 料 る ，

窃 ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 放 き 出 し ゃ ゴ ミ 置 き 場， ま た 子棋 の 遊 び の ス ベ ー

ス な r に用 い ち れ る ，

隣接す る 程育所 も と し て使わ れ た た め， 代替施設 と し

の一角 に テ ン ト を張 っ て青 保宵所が開設 さ れ る ，

な ど の 能 わ れ}jがみ ら れ た. 阪神 ・ 読路大震災む よ う に数寄人規模の 避難者の

る に は， 運動場 の よ う な 広 い 外部空間が必要 で あ る .

2) 2 丹 下旬時点、の小学校で は， 体育館や教室の ほ か， 廊下や 措段が就寝 ス

ペ ー ス と し て用 い ら 才L た . そ こ で は，

① 体育館で は ， 各避難世警 の 民隔が複雑 な た め， 夜 lこ 老人 が梗所へ行 き づ

ら い ， 大索開で冷え込む た め締め切 っ て い る と 換支が悪 く 食事 な

い が こ も る 季

7 人 の と こ ろ か ち 28 人の と こ ろ ま で あ り ，

部昼間で収容人数 に 極端な ば ら つ き が あ る ， ど こ も 収納 ス ペ ー ス

し て い る ，

廊下や i普段で は， く 寒 さ が非常 に 醸 し い，

て た り し て い る が プ ラ イ パ シ ー 的確保 は 断難で あ る ，

な どの 問題が あ げ ら れ た .

ー ノレ の社切 を立

3) 更点 ス ペ ー ス の 確課 も 避難生活 に と っ て は重要 な 問題で あ る .

は 便所 な ど を 利用 し た ほ か. 1fi関 の 中 で 着替 え る こ と も

追う っ た. プ ー ノレ付属吏Z究室 は就寝 ス ペ ー ス か ら は遠 く ， 捷わ れて い な か っ た.

6 鹿下や運動場が共舟炊事場 に ， ブ ー ル サ イ ド

に ， 屋外非常階段や廊下 ・ 階段 ・ 裏庭 な どが、洗謹物 干 し 場 に 使わ れ る な ど， 生

活 に必要 な 諸機能の た め に さ ま ざ ま な場所が転用 さ れ て い た .

日上， 学校 は他の地域施設 と 比べ避難所 と し て転用 し やす い 空間条件を備え

て は い る が， 決 し て 健壊的 な 避難生活安営む iこ 足 る も の と 拭 い え な い*

C . 神戸市各区役崩 の鑓わ れ の実態

1) 震災初期 は， 神戸市民役所 は保健所や消訪韓 ・ し て い る

た め， 近隣住民 の 避難所 と し て機能 し た ばか り で な く ， 各院の被災者の教握拠

と し て も 有利 に機能 し た.

2) 謹災時 に お け る 認役所内 の諸空 間 の 能 わ れ方 を見 る と ， 京 間 ホ ー ノレ ・ エ レ

ベ ー タ … ホ ー ル ・ 待合 い ス ペ ー ス ， そ の 他会議室 な ど 区役所の 常時 は本来業務

lこ 徒期 さ れ な い ス ペ ー ス は， 避難所や救援物盟会庫 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 本部 な
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棋 な 慣 わ れ15が な さ れ た . ま た， 公共的利用 に供す る る こ と か ら

ス 口 ど バリ ア ブ リ ー が実践 さ れて お り ， 救援物資 の運離な ど に奇
効で あ っ た "

の 間役所 は謹災対話了、業務 そ遂行す る 必要が あ り ， 避難所 と な っ た他の嶺類 の

施設 lこ比べ， 避難所機能を蕗止す る 時期が早め ら れ た，

D . 公開の テ ン ト 村 と し て の寵 わ れ方の実態

1) 合|剰 な ど の オ ー プ ン ス ペ ー ス で は， 既布の 公層内施設 と 被災者や ボ ラ ン

テ ィ ア に よ り 建て ち れ た仮設建物 に よ り 避難所が形成 さ れ， そ の存続期間 は長

期 に わ た る も の が多 い.

2) テ ン ト 村の機能 は， 住む家 を失 っ た 被災者が避難所 と し て利用 し て い る も

の以外 に， 震災で被害惑と受 ぜ た男辺の飲食!苫 な ど の 援投m舗 な ど が設置 さ れ た

り ， ボ ラ ン テ ィ ア む た め ね擁設や行政の対策本部， 自 萄離駐屯地， 救護所な ど

む も の も 数多 く 符在 し た . ま た， 避難者の 共用雄投 ・ 設備 法 ，

の チ ン ト 村で 詰仮設便所や水道程変で あ る が， あ る 程震以上的規模 を も っ テ ン

ト 村で は， そ の 廷 か iこ シ ャ ワ … ハ ウ ス や炊事場， テ ン ト 村本部 な ど が逐次建て

ら れ て い っ た.

3) テ ン ト 村 む 仮設建物 ;土地震発生当初 は雨愚を し の ぐ 担度で あ っ た も の か

ら ， 干に 入 れ る こ と が容易な 材料や ボ ラ ン テ ィ ア 註 ど わ援助物資 に よ り 徐 々 に

よ り 住み や す い も の へ と 変化 し て い っ た. 地震発生か ら 9 ， 10 か 月 を経 た テ ン

ト 村 に お け る 復投建物 は， テ ン ト 村 ご と で そ の傾 向 は異な る も の の ， そ の多 く

は木造小屋 と テ ン ト と し た も の で お っ た .




